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本報告にあたって 

マグニチュード 9.0、最大震度 7 という国内史上最大規模の地震とそれに伴う大津波

に端を発した東日本大震災は、福島第一原子力発電所の未曽有の過酷事故を誘発するこ

とによって、単なる自然災害を超えた人災、人類史にも例を見ない「文明災」と呼ぶべ

き災禍にいたりました。それは当然のように享受してきた「豊かさ」を問い直し、自明

視されてきた「近代」という価値観を揺さぶる出来事でした。被害は甚大で、死者・行

方不明者は 2万人におよび、家族を、友人を、住居を、生業を、故郷を失った人たちは

数知れません。心身の傷口はいまだ癒えず、表面はかさぶたに覆われていても、深部で

は痛みが今なお疼き続けています。 

一見スムーズに進行しているかに見える復興過程も、被災地内部での利害の対立に淵

源する「分断」や「格差」を根深く抱え込んでおり、真の復興と呼ぶにはほど遠い状態

にあります。加えて福島原発のメルトダウン事故は、汚染水の処理さえ目途が立ってお

らず、廃炉のプロセスは五里霧中の彼方にあります。その意味で、東日本大震災はいま

だ終結しておらず、現代日本社会が蓋をし、先送りしてきた矛盾と欺瞞を白日の下に曝

し続けていると言って過言ではありません。 

しかし、震災から 10年目を迎えようとしている今日、時の流れには抗しがたく、震災

経験の風化と忘却は押しとどめがたくなっています。「月日重なり、年経にし後は、言葉

にかけて言ひ出づる人だになし」という方丈記の一節が思い起されます。しかも、2020

年春の新型コロナウイルスによるパンデミックは、震災の記憶を過去の災禍として押し

流しかねない勢いです。人間の習い性とはいえ、放置しておくわけにはいきません。 

忘却と風化に抗うすべは、記憶し、語り継ぐこと以外にはありません。英語の remember 

は「思い出す」と同時に「忘れない」ことを意味します。「思い出す」とは死者と連帯し

つつ過去の時間を生き直すことであり、「忘れない」とは、生まれてくる人たちと記憶を

共有し、未来の時間をともに生きることです。その担い手、責任主体は市民ひとりひと

りにほかなりません。私たち委員会のメンバーは、市民のしなやかな発想力に耳を傾け

ながら、記憶の樹をどのように根づかせ、「災害とともに生きる文化」をいかに創造すべ

きかについて議論を重ねてきました。 

死者への祈りも過酷な避難生活も、それが私的な「体験」にとどまれば、一代限りの

もので継承することはできません。他方、ささやかな思いやりやいたわりであっても、

それが身体に沈殿し、言葉によって形象化され、「経験」として公共化されるならば、そ

の思いを語り継ぎ、次の世代に手渡すことができます。いま必要なことは、たとえ語り

にくい事柄であっても、正負両面の「経験」を言語化し、遺構など震災の記憶を宿した

モノと一緒に、しっかりと未来世代に届けることです。そのためにも、記憶の依り代と

してのメモリアル拠点は必要不可欠であり、一日も早い実現が期待されるところです。 

震災直後に、アメリカの歴史家ジョン・ダワーは、歴史を振り返ると突然の災害や事

故のあとに「すべてを新しい方法で、創造的な方法で考え直すスペースが生まれる」と

語っていました。それに続けて「しかし、もたもたしているうちに、スペースはやがて

閉じてしまう」とも警告しています。忘却と風化とは、このスペースが閉じることを意

味します。ここに提出する報告書が、ほとんど閉じかけているスペースをこじ開け、押

し広げる心張り棒の役目を果たすことを願ってやみません。 

中心部震災メモリアル拠点検討委員会 

  委 員 長  野 家  啓 一  
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１ はじめに 

 

(１) 東日本大震災の特徴 

＜巨大地震がもたらした想定を超えた被害＞ 

・平成 23年 3月 11日 14時 46分、東北地方太平洋沖を震源に発生した地震は、国内観

測史上最大のマグニチュード 9.0を記録。現代の日本人が経験したことのない巨大津

波を引き起こし、仙台、東北のみならず、東日本一帯に甚大な被害をもたらしました。 

・北海道・九州まで揺れが及んだ地震、内陸深くまで暮らしを奪い去った津波、各地で

大地が地肌を露わにした地すべりなど、自然の力の大きさと恐ろしさを改めて見せつ

けられました。とりわけ、東日本の太平洋沿岸が、想定をはるかに超える大津波に襲

われたことで、死者は約 19,700人、行方不明者は約 2,600人という膨大な数に上りま

した。一瞬の出来事の中でなす術もなく犠牲者を見送らざるをえなかった人々の心の

傷は 10年近くを経た今も癒えることはありません。 

・広域的で複合的な災害であるがゆえに、被災の様相やその体験から何を感じ取るかは、

地域や個人で大きく異なり、まさに一つに括ることができないそれぞれ固有の経験に

なっています。 

・電気や燃料などの途絶によって、生活、生産、流通、交通、通信、医療など、現代生

活を支える機能のかなりの部分がストップしたことで、被災地はさらに多くの困難を

抱えることになりました。 

・とりわけ、東京電力株式会社福島第一原子力発電所の事故による放射能汚染は、避難

を強いられた周辺住民から長期間にわたって故郷を奪うとともに、目に見えない放射

能がもたらす健康被害等への不安や、風評被害などを広い地域にもたらしました。事

故の実態や原子力発電の安全性についてさまざまな意見がある中で、何を信じて良い

か分からないという不信感が生まれました。それは復旧・復興の歩みを複雑化させた

ばかりでなく、今もなお、東日本のみならず、日本全体に多大な影響を及ぼすととも

に、原子力発電の社会的リスクについてあらためて考える必要を生じさせました。 

・このような視点からすれば、東日本大震災は、大量のエネルギーと先端技術に支えら

れた現代文明の脆さが明らかにされた「文明災」という一面をもっています。 
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＜日常を取り戻そうとする人々の歩み＞ 

・被災の程度や復興の度合いが地域や個人によって大きく異なったことで、人々の間に

生じる精神的なあつれき、また、被害の小さかった人が大きかった人に対して抱く罪

悪感、被災地の人々のために何もできないと感じる無力感など、目に見えない傷みを

多くの人が抱えることになりました。 

・その一方で、多くのボランティアや企業による支援など、被災地には国内外から手厚

い支援がありました。地元でも家族や隣近所、職場などで助け合う「共助」、互いに知

恵を出し合い困難を乗り越えようとする「協働」の姿が見られました。「絆」という言

葉が多く使われるなど、災禍の中で連帯や支え合いの大切さが共有されました。 

・故郷をあとにせざるをえず新たな地で生活を立て直す人々、地域に残り暮らしや生業

の再建に取り組む人々、埋められぬ喪失感を抱き続ける人々など、困難や葛藤の中で

日常を取り戻そうとする人々と、それに寄り添う人々の歩みは、現在も続いています。 

＜仙台市における被害と周辺市町村との関わり＞ 

・このような大災害は、仙台市がそれまで取り組んできた防災対策や都市づくりの想定

をはるかに超える規模でした。 

・特に東部沿岸地域を襲った巨大津波により多くの人命が失われ、住まいや農地が甚大

な被害を受けるとともに、内陸部でも地すべりなどにより仙台市内で 5,000件を超え

る宅地被害が生じました。加えてライフラインの途絶により、影響は市内全域、かつ

市民の生活や企業活動など広範に及びました。 

・発災直後から市内各地に開設された避難所が、全て閉鎖されたのは、発災から 4か月

以上が経過した平成 23 年 7 月末。市内で被災した全ての世帯が仮設住宅を退去した

のが、発災から 6年以上経過した平成 29年 3月末と、大規模な災害であるがゆえに、

復旧・復興の長期化という課題にも直面しました。 

・一方で、内陸部に都市機能が集積していた仙台市では、一時的な停止があったにせよ、

その多くが温存されたことで、被災各地から多くの被災者が仙台に避難したほか、救

援や復旧・復興をめざす多くの企業や NPOが活動の拠点としたことも事実です。災害

時の対応として行政区域を越えた連携が求められる中、被災地最大の都市機能を有す

る仙台市が、その集積を活かして被災地全体に対して果たしうる役割について、あら

ためて問われることになりました。 
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(２) 東日本大震災の経験を伝えることの困難さと重要性 

＜世代を超えて記憶や経験を伝え活かすことの困難さと重要性＞ 

・記録が残っている限りでも、仙台は西暦 869年の貞観地震、1611年の慶長三陸地震な

どでも大きな津波被害を受けてきました。先人は、神社や石碑など様々な形で大津波

の襲来に対する警鐘を鳴らしてきましたが、現代の人々がそれを真正面から受け止め、

具体的な「備え」につなげることは、結果的に、はなはだ不十分でした。その原因の

ひとつに、三陸大津波などのより近い時代の被災の記憶が強かったことで、「ここまで」

は来ないだろうという思い込みを生んでしまったことがあげられます。 

・人間の想像を超える大災害が現実に起きること、また、それが人間の一生をはるかに

超えた時間軸で起きることを体験した私たちは、災禍の記憶を残し、後世まで経験を

伝え、来るべき災害に備えていくことの重要性を骨身にこたえて認識しました。 

＜東日本大震災の幅広い実相をとらえることの困難さと重要性＞ 

・東日本大震災は、デジタルカメラやスマートフォンが普及して初めての大災害となっ

たことで、これまでにない数の映像や写真、移動の記録などが、多くの人びとによっ

て残されました。 

・情報ルートが極度に制約された被災地において、普及し始めていたソーシャル・ネッ

トワーキング・サービス（SNS）が大きな力を発揮し、流言飛語やデマの拡散も見られ

たものの、救助や支援に結び付く有益な情報が交わされました。 

・これらの記録は膨大かつ多様であり、その全容を把握することは容易ではありません

が、個々人では経験しえない東日本大震災の幅広い実相を理解するための重要なポイ

ントです。残された記録の活用を模索しつつ、将来の災害に備えることが必要です。 
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２ 本拠点のあり方 

 

(１) 本市震災復興メモリアル事業における位置付け 

・仙台市は、震災復興メモリアル事業に有識者の意見を反映させることを目的として、「仙

台市震災復興メモリアル等検討委員会」を平成 25年７月に設置しました。 

・その委員会は約１年半の間に 10回開催され、平成 26年 12月に、議論の成果を「仙台市

震災復興メモリアル等検討委員会報告書」として取りまとめました。 

・この報告書において、震災の記憶と経験を未来や世界へつないでいくためには、継承の

ための拠点が必要であり、「仙台市では中心部と沿岸部でそれぞれの場所の特性を生か

しながら事業を展開することが有効である」と提言されました。 

 

(２) 本拠点の基本的な理念－“災害とともに生きる文化の創造” 

・5年・10年と時間が経過するとともに、人々から震災の記憶が風化していく中、震災の

記憶や経験をそのまま伝えるだけではなく、それらを未来につないでいく視点がより重

要性を増してきています。 

・近年は、台風・豪雨の発生が頻発化しているだけでなく、感染症なども発生し、向き合

うべき災害・危機は多様化しています。さらに、都市化や情報化などが進展するにつれ

て、市民や企業・組織に与える被害や影響の様相は変化していきます。災害の種類や社

会の状況に応じて、学び、そして身に付けるべき術は大きく異なるものとなります。 

・人類史的・文明史的な災害である東日本大震災を、現代社会の課題や脆さを見直し、持

続可能な未来の社会を考える重要な契機の一つと捉えなければなりません。 

・“東日本大震災”という記憶を世代を超えて社会全体が想起可能なものとして伝えなが

ら、震災によって突き付けられた“人間社会のあり方”という大きな課題を視野に、時

代や地域にふさわしい形で災害を乗り越える知恵や技術を創り出していくことが必要で

す。 

・本報告書においては、災害は発生するものと認識した上で、災害が起きても、それを乗

り越える術を持った社会文化を「災害文化」と呼ぶことにします。 

・仙台は、これまでも繰り返し大きな地震や津波の被害を受けるなど、自然災害の歴史を

有しています。さらに、約 30年ごとに繰り返すと言われている宮城県沖地震や発生が危

惧される利府・長町断層の直下型地震、河川の氾濫による水害など、今後も災害が繰り

返し発生し得る都市です。 

・また、脱スパイクタイヤ運動をはじめ、市民力で課題に挑み、克服してきた“市民協働

のまち” であり、被災各地とつながる拠点性や、知的・経済的資源が集積する特性を持

つ都市でもあります。 

・これらの特性を活かして、仙台ならではの「災害文化」を創造し、継承していくことが

被災地最大の拠点都市としての責務です。 
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・東日本大震災を契機として、2015年に第３回国連防災世界会議が仙台で開催され、2030

年までの国際的な防災の取組指針として“仙台防災枠組”が採択されました。採択都市

である仙台は、本拠点の取組みを通じて、仙台の「災害文化」を積極的に発信し、各地

の防災力向上に貢献するとともに、災害の経験や教訓を活かした先駆的な都市モデルを

形作り、国際的・国内的な防災ネットワークの中核として、人類のよりよい未来への貢

献を目指すことが必要です。 
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【参考】本拠点の検討過程で出されたさまざまな意見 

＜メモリアル事業の対象について＞ 
被災地最大の拠点都市として、仙台の被災記録のみならず、東日本大震災がもつ文明史

的な意味に注目し、そこから得られる新たな災害文化の創造と発信をめざしたい。 

＜記憶を喚起する展示や事業について＞ 
展示に関しては、どの程度の規模とするか、常設か企画展かにもよるが、災害というもの

の全体像が伝わること、歴史や文化、人びとのくらしや息づかいが感じられるもの、学校等

の団体が利用できる親しみやすさ、訪れる人との相互作用で生まれる展示などを用意した

い。あわせて、語り継ぎができるような場、多くの人が参加できる定例行事、連携する団体

が集まる大会の開催。放射能をめぐるさまざまな立場からの情報に振り回された経験を活

かして、非常時にあくまでも被災地住民の立場にたった情報の収集と発信が行えるように、

平常時からも活動を行うことを事業の柱のひとつとするべき。 

＜アーカイブについて＞ 
広域的な災害の記録は一箇所に記録を集めるのではなく、それぞれの地域や機関におい

て必要に応じて蓄積し活用することを基盤としつつ、本拠点としてはそれらとのあいだで

役割分担を明らかにし相互に連携していくことが望ましい。同時に本拠点としては何をど

こまで収集し活用できるようにするか、どの機関とどのよう連携し共有するかについて具

体的かつ技術的な検討を行う必要がある。そのために、本委員会とは別に、アーカイブや歴

史学の専門家、コーディネーターなど、本拠点のスタッフとなりうる人材によるワーキン

グチームを作り、早急に検討を開始したい。震災から 10年近くが経過し、これまで多くの

主体によって収集蓄積されてきた記録やアーカイブが未整理のまま放置され、散逸の危機

にさらされ始めている中、それらを将来に活かすためには、方法の検討だけでなく、具体的

な活動を可及的速やかに開始する必要がある。 

＜ゲートウェイ機能について＞ 
東日本大震災の広域性と、世界と被災地を結ぶ玄関口としての拠点性に鑑み、仙台は、さ

まざまな主体のアーカイブのネットワークのみならず、各地のメモリアル関連事業に人び

とをつなぐためのゲートウェイ機能と情報発信機能を整備する必要がある。 

＜未来の「災害文化」を創造する機能について＞ 
東日本大震災の被害の甚大さは、効率性を追求するあまり硬直化しつつある現代社会の

課題や脆さをもあぶり出したが、これからも続くであろうさまざまな自然災害のなかで未

来の社会を守り育てていくためには、防災のみならず、むしろ災害とともに持続可能な、よ

り柔軟で多様性に満ちた社会のありかたに変えていく必要がある。大きな犠牲を代償に世

界に先駆けてこうした視点を持つことになった都市として、また国連防災世界会議の主催

都市として、多くの関係者や市民ととともに、未来に向けた新しい「災害文化」のあり方を

考え、仙台の地で試行するとともに、その成果を未来へ、また世界へ発信することが望まれ

る。 

＜災害文化による都市アイデンティティの構築について＞ 
東日本大震災の経験の伝承に留まらず、災害文化を創造するということは、他に例を見

ない挑戦であり、その意義は大きい。独自の災害文化の創造と継承に挑戦し、そのあり方を

広く発信することは、被災地最大の拠点都市仙台のアイデンティティ構築にもつながり、

さらには、災害の経験や知見を核にさまざまな人や情報が集まることで、都市の活性化に

も資することが期待される。 

＜防災教育的役割について＞ 
災害を忘れないためにさまざまな防災教育の取り組みが必要だが、体験やわかりやすさ

を重視するあまり、一面的な理解を推し進めてしまうことは避ける必要がある。東日本大

震災をはじめ多くの災害から学んだ最大の教訓は、私たちの暮らしが、いつなんどき何が

おきるかわからないという現実と背中合わせであること。いざというときに、それまでの

備えを活かしつつ、どれだけ冷静、かつ柔軟に対応できるかということをいかにして年齢

を問わず多くの人が学べるようにするか、工夫が必要。 
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＜モニュメントについて＞ 
震災の記憶を喚起して、そこで失ったものを思い、学んだことを未来のために活かすシ

ンボルとして、日常生活の延長線上にモニュメント的なものが存在することには意義があ

る。それは、想像もしなかったことが現実となった東日本大震災の意味を象徴的に伝えう

るものとして、世界から案を公募するなどの取り組みも考えられる。またそのシンボルが

日常に繋がる回路として、音響や音楽活動、定例行事などを検討することも大切。 

＜空間や場のあり方について＞ 
施設をつくることが目的ではなく、あくまでメモリアルの事業が何かを明らかにしたう

えで、それを継続発展させるために必要な空間や場が検討されるべきである。事業のもつ

シンボル性や広域にひろがる被災地との接点、拠点における人びとの活動や日常との関わ

りに配慮する必要がある。単に施設というより、広場のような空間と活動の場のあり方を

重視しつつ、モニュメントや展示については、その場を成立させる要素として必要かどう

かという観点から検討することも重要である。 

＜必要な人材や組織について＞ 
本拠点の事業を進めるためには、事業プログラムを企画し運営するディレクター、関連

する活動を行う人や団体をつなぎ調整するコーディネーター、災害記録の作成や収集調査

を行い資料化するリサーチャー、伝えたいことをより広く伝えるため、情報を編集・演出

し、可視化するキュレーター、レクチャーやワークショップを通じて情報を伝えるエデュ

ケーター、収集・作成された記録を整理し、将来にわたる活用を管理するアーキビストな

ど、それぞれの活動を責任をもって遂行できる人材を安定的に確保する必要がある。また

アーカイブの収集や関連づけ、将来にわたる活用など、さまざまな専門家や市民とともに

活動することを、本拠点の核に据えていく考え方も重要な視点といえる。 

＜事業の広域性と独立性をふまえた持続性について＞ 
本拠点の事業は、行政区域にとどまらない広域性や、時に「不都合な真実」にも踏み込む

批判性、またさまざまな主体との協働性の上に、持続的に活動が進められるものであるこ

とが望ましい。その実現のためには、仙台市という枠組みにとどまらず、官学民の枠を越え

た多様な主体が参画し、人材や財源を供給できる独立した体制を構築するなどの配慮が求

められる。 
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３ 本拠点における取組み 

 

前項の基本的な理念の下、本拠点では次の 4 つの取組みを柱に事業を展開することが必要

です。 

 

(１) 地域や主体ごとに異なる経験の蓄積・発信・共有 

・東日本大震災をはじめとする災害が残した地域や主体ごとに異なる経験を記録・蓄積

し、それらの経験を広く世界で、また未来にわたって活用できるように整備し発信す

るとともに、語り聞く機会を増やすなどの身近な取組みも交えることで、様々な視点

から共有されることを目指す。 

【取組みの具体案】 

・行政、企業、団体、個人、マスコミなど、さまざまな主体が残してきた東日本大震災

に関する記録、資料を調査し、それぞれが分担、協働して引き続き記録と活用のため

の体制を作るとともに、誰もがアクセスし活用できる公共材として未来に伝えるため

の取り組みを進める。 

・散逸するおそれのある記録や資料について、重要性に応じてデジタルアーカイブに組

み込むなどの収集保存と活用の支援を行う。 

・災害で受けた悲惨さや不安、その後の状況も含めて、東日本大震災の経験を記録・整

理し続け、人や時代に応じて構成・発信し、世界に共有していくことのできるアーカ

イブシステムと運用体制を構築する。 

・活用を促進するために、さまざまな目的に即した活用モデルをつくる。一例として、

居合わせた人同士が伝え合う機会や、写真を前に語り合う機会など、東日本大震災の

経験を語る・聞く機会をつくる。 

 

(２) 世代を超えた記憶継承の機会づくり 

・恒常的な実践を通じて、一生に一度未満という極めて稀でありながらも、人間の想像

を超える大災害が現実に起きたことを、世代を超えて伝える。 

【取組みの具体案】 

・震災の記録や資料の提示、市内各所で震災の経験を記した銘板づくりを進めるなど、

日常の中に東日本大震災の記憶が引き出される環境をつくる。 

・東日本大震災をきっかけとした行事や歌などで記憶を喚起する。 

・日常の中で東日本大震災が話題になる機会をつくる。 

・新たな災害が起きた際に、発生から現在までの経過を見られるように、情報を収集・

発信する。 
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(３) 新たな知恵の創造と社会への実装 

・東日本大震災をはじめとする災害の多様な経験をもとに、災害を乗り越える知恵や技

術を不断に発掘・創造していくとともに、それらを地域で実践し、本拠点や国際会議

などの場で発信することで、社会への実装を目指す。 

・また、災害とともに生きる文化の創造に向けた本市の取組みを発信することで、国内

外の防災力向上に貢献する。 

【取組みの具体案】 

・個人や団体、企業を問わず、さまざまな立場の人が議論しながら、それぞれの行動に

つながるアイデアや学びのプログラムなどを考え、現場で実施する。 

・時代の移り変わりに応じて災害を乗り越える準備を創出し、災害とともに生きるため

に何が必要か発信する。 

・防災教育を通じていのちを守る知恵を次世代に伝える。 

・防災の必要性を「日常生活」や「歴史・文化」との重なりの中で伝える。 

・大学や企業等と連携した研究機能を持ち、研究成果を発信する。 

・国際機関や国際会議と連携しながら、災害への実践的な対応力を育む。 

 

(４) 広域的にひろがる被災地へのゲートウェイ 

・東北の中心的な都市として、仙台市内はもとより被災各地の施設・団体・個人とネッ

トワークを形成しながら、東日本大震災の経験を発信し、市民をはじめとする国内外

の関心や訪れる人の動きを被災各地につなぐ。 

・各地の施設・団体・個人と経験や知恵を共有し、取組みの持続性や効果を高める。 

【取組みの具体案】 

・ゲートウェイとして、訪れる人を被災各地につなぐ。 

・広域的な連携によって東日本大震災の発生から現在に至るまでの全体像を伝える仕組

みを整える。 

・語り継ぐ術や先進的な取組みを学ぶ機会の創出、情報共有などを通じて、各地域の取

組みを支える。 

・被災各地で既に取り組まれている記録や語り継ぎの活動などと連携する。 
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４ 本拠点の取組みを展開するための仕組み－“記憶と継承と創造の樹
き

” 

 

前項の取組みを展開するためには、大地にしっかりと「根」を張り、人々をあたたかく包み

込むように「枝」を広げ、年輪を重ねて「幹」を太くし、成長し続ける「樹」のように、記憶

の拠り所として想像と創造を喚起する仕組みが必要です。 

 

(１) 災害の記憶を保ち、想像や創造の土台となる“記憶の根” 

・人々の想像力を喚起し、これからの災害への思考につなぐために、東日本大震災をは

じめとする災害の多様な経験を蓄積し、活用できるようにする仕組み。 

【仕組みの具体案】 

・災害の経験を蓄積するアーカイブ機能 

（被災や復興の現実など多様な経験の複雑さを保つアーカイブ／遺構や被災物、記録

資料等の収集保存、評価、活用に関して地域や組織を越えて継続的に情報共有し連携

できる仕組み／一人ひとりの災害経験を丁寧に記録し共有できる仕組み／人々が自ら

発話、記録、編集、発信、蓄積しやすい環境の確保） 

 

(２) 東日本大震災の記憶を日常につなぎ表し続ける“継承の幹” 

・今、そしてこれからの時代に生きる人々の関心を、人間の想像を超える大災害が現実

に起きたことや、そこにある経験、教訓につなぐために、市民一人ひとりが想いを寄

せられる環境を整え、日常の中で東日本大震災全体の記憶を表象する仕組みと、災害

の経験を歴史的な関わりも意識しながら、時代の変化に応じてさまざまな視点と手

段で表現する仕組み。 

【仕組みの具体案】 

・東日本大震災の記憶を日常の中で呼びかける機能 

（毎日、地震が起きた時間に鳴る鐘など、反復的な音／追悼のシンボルであるととも

に、遊びの中で親から子に記憶を継承するような二重の機能を持つモニュメント／私

たちの想像を超える事態があることを伝えるモニュメント／何かの痕跡とともに自分

の記憶をその場に残しつつ、自己の記憶形成を図るなど、現在進行形で時間とともに

生き続けるシンボル的存在） 

・人や時代に応じて視点や構成を変えながら災害経験を表現する展示機能 

（複雑なことをできるだけ複雑なままに伝え、訪れる人の想像を喚起し、思考につな

げる展示／過去を回顧するだけではなく、新たな行動を生み出すための展示／既存の

記録や取組みを活かしたアーカイブと展示／被災各地と連携したアーカイブと展示） 
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(３) 災害を乗り越える知恵の創造を喚起する“創造の枝” 

・教育や文化、経済などまちづくりの多様な視点で災害を乗り越える知恵を創造し、地

域での実践などを通じて社会へ実装していくために、市民や専門家をはじめ、国内外

の異なる経験や知見を持つ人たちが、災害の経験や教訓に触れ、交流しながら議論し、

アイデアを形作る仕組み。 

・また、人間の想像を超える大災害が現実に起きたことを継承するために、日常の交流・

賑わいの中で記憶の拠り所に繰り返し触れられる空間。 

【仕組みの具体案】 

・さまざまな立場、専門や関心をもつ人が、アーカイブを活用しながら交流することで

気づきが生まれ、対話・議論することでアイデアを創造し発信できる空間 

（コワーキングスペースやアトリエ等のクリエイティブな空間／専門家とともに市民

が参加し、自身が体験した災害からの学びを未来の創造につなげる場／語り合い・語

り直し・語り継ぎなどを通じて個々の体験を共通の経験に高めていく対話の場／今後

の対策を考えるためのネットワークハブ） 

・多様な人に開かれた広場機能 

（枝の広がりが作る木陰のように、人が集まり、対話や創造の下地となる空間／市民

の自由な発想でイベントや展示等ができる広場のような開かれた空間／日常空間とし

て人が集いつつ、東日本大震災が発生した 3 月 11 日に市民一人ひとりが想いを寄せ

る場になるなど、特別な日だけ厳粛な空気に包まれる空間） 
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５ 本拠点の取組主体 

 

・本拠点の取組みを効果的かつ持続的に展開するためには、様々な企画を立案・運営する人、

災害の経験を収集・編集・発信する人など、専門性を持つ人材を中心に、災害とともに生

きる文化の創造に向けて、取組みに専念できる組織的な体制が必要です。 

・すでに活動している他の施設や組織などと連携・協力しながら、市民をはじめとする幅広

い人に取組みの裾野を広げていくことが重要です。 

・やがて震災を経験したことのない世代が運営を担うことを念頭に、世代間のシームレスな

連携と継承がなされる柔軟で持続可能な組織であることが求められます。 
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６ 立地の基本的要件 

 

本拠点の取組みを効果的かつ持続的に展開するためには、下記の要件を満たすところに本

拠点に必要な機能を備えた場を設置することが求められます。 

 

① 都市のアイデンティティを象徴的に示す場所であること 

・東日本大震災を中心にまちの歴史を振り返りながら、これからの未来を展望すること

で、“災害とともに生きる文化”を仙台の災害文化として創造するとともに、それを

国内外に掲げていくためには、都市のアイデンティティを象徴的に示す場所である

ことが求められます。 

 

② 多くの人が行き交い、交流できる場所であること 

・市民が日常の中で記憶の拠り所に繰り返し触れるとともに、新たな世代の関わりによ

る継続的な想像と創造を展開するためには、多くの人が日常的に行き交い、交流でき

る場所であることが求められます。 

 

③ 他地域とのつながりを作れる場所であること 

・東北の玄関口として、国内外から訪れる人を東日本大震災の記憶を留める被災各地に

つなぎつつ、それらの地域と連携しながら災害を乗り越える知恵を創造するために

は、交通利便性に優れ、他地域とのつながりを作れる場所であることが求められます。 

 

  



- 15 - 

 

７ 今後の検討における留意事項 

 

① 取組みや仕組みの詳細についての検討 

・「本拠点の取組み」に基づく様々な事業やそれを展開するための仕組みについて、そ

れぞれの専門性に応じて詳細を検討した上で、形態・規模や主体のあり方などに反映

するとともに、震災から 10年が経過しようとするなかで早急に着手すべき取組みに

ついては、施設の整備に先行して実施することが必要です。 

・また、災害の経験を表現するにあたっては、災害で苛酷な体験や理不尽な思いをした

方を含めてあらゆる人に配慮したものとする必要があります。 

 

② 他施設との具体的な機能分担や連携 

・他施設との一体的整備などの整備手法のほか、既存の公共施設との連携も視野に入れ

た総合的な機能設定や、誘客機能の効果的な配置などについて、検討する必要があり

ます。 

・また、本拠点の検討を踏まえ、せんだい 3.11メモリアル交流館や震災遺構仙台市立

荒浜小学校をはじめ、仙台市内はもとより被災各地の施設や団体等の活動状況を把

握し、それぞれとの効果的な連携のあり方についても検討する必要があります。 

 

③ 事業を担う主体のあり方 

・本拠点の事業を担う人材に求める専門性や継続的な人材確保の方策、人員規模、組織

構成など、主体のあり方を定め、可能な限り早期の人材確保が必要です。 

 

④ 本拠点の形態や規模に関する詳細 

・上記の検討結果を踏まえ、本拠点として具備すべき仕組みの形態や規模について、総

合的な観点から決定していく必要があります。 

 

⑤ 本報告の趣旨を実現するための効果的な手法等 

・本拠点は、メモリアルに関する既往の取組みや施設には見られない先進的な取組みで

す。本報告の趣旨を実現するためには、拠点の設置や事業の運営において、多様な人

の創造性を活かせる効果的な手法を見出しながら、進めていくことが望まれます。  
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８ 参考資料 

 

(１) 東日本大震災の概要 

① 地震概要と全国の被害概要（令和 2年 3月 1日現在） 

地 震 名 平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震 

発生日時 平成23年3月11日14時46分 

震央地名 三陸沖（北緯38度06.2分、東経142度51.6分） 

規  模 マグニチュード9.0 

最大震度 7（宮城県栗原市） 

市内震度 6強（宮城野区）、6弱（青葉区・若林区・泉区）、5強（太白区） 

主な箇所の津波高さ（検潮所で観測した最大波の観測値） 

相馬9.3ｍ以上※1／石巻市鮎川8.6ｍ以上※1／宮古8.5ｍ以上※1 

大船渡8.0ｍ以上※1／八戸4.2ｍ以上※1／釜石4.2ｍ以上※1 

大洗4.0ｍ／えりも町庶野3.5ｍ 

本市の津波高さ 仙台港7.1ｍ※2 

人的被害※3 死者19,729名、行方不明者2,559名、負傷者6,233名 

住家被害※3 全壊121,996棟、半壊282,941棟、一部損壊748,461棟 

※1 観測施設が津波により被害を受けたためデータを入手できない期間があり、後続の波でさらに高く

なった可能性がある（気象庁） 

※2 気象庁の現地調査による推定値 

※3 東北地方太平洋沖地震とりまとめ報（第160号）令和2年3月1日・総務省消防庁より 

② 本市の被害概要（令和 2年 3月 1日現在） 

人的被害 死者904名、行方不明者27名、負傷者2,275名 

住家被害 全壊30,034棟、大規模半壊27,016棟、半壊82,593棟、一部損壊116,046棟 

宅地被害 本市で地震による被害の程度が危険又は要注意と確認された宅地5,728宅地 

津波浸水 被害を受けた世帯8,110世帯 

浸水面積 約4,500ha 

被 害 額 推計約1兆3,045億円 

 

(２) メモリアルに関する取組みの状況 

① 震災復興メモリアル等関連事業の取組状況【別添資料１（p.18～23）参照】 

② 災害等に関する主なメモリアル施設の状況【別添資料２（p.24～29）参照】 

 

(３) 検討経過等 

① 中心部震災メモリアル拠点検討委員会 委員名簿委員【別添資料３（p.30）参照】 

② 中心部震災メモリアル拠点検討委員会 設置要綱【別添資料４（p.31）参照】 
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③ 検討経過 

 

開催日・名称 議題・内容 

平
成
30

年
度 

平成 31年 1月 30日(水) 

第 1回検討委員会 

(1)委員会の運営について 

(2)委員会の役割等について 

(3)震災復興メモリアルに関するこれまでの取組状況等について 

平成 31年 3月 28日(木) 

第 2回検討委員会 

(1)第１回検討委員会における議論の振り返り 

(2)今後のスケジュールについて 

(3)中心部震災メモリアル拠点のあり方について 

平
成
31

・
令
和
元
年
度 

令和元年 5月 16日(木) 

第 3回検討委員会 

(1)中心部震災メモリアル拠点のあり方について 

(2)市民参加イベント等の開催について 

(3)今後のスケジュールについて 

令和元年 8月 3日(土) 

市民参加イベント 

（参加者 71名） 

タイトル：これからのメモリアルを語る 

～東日本大震災の経験を未来につなぐ拠点とは～ 

内  容：(1)中心部震災メモリアル拠点の検討状況報告 

(2)講演「カタストロフの記憶とメモリアル」 

(3)ワークショップ 

令和元年 9月 1日(日) 

第 4回検討委員会 

(市民参加型) 

(1)中心部震災メモリアル拠点の検討経過について 

(2)市民参加イベントの開催結果について 

(3)中心部震災メモリアル拠点の役割について 

(4)今後のスケジュールについて 

令和元年 10月 28日(月) 

第 5回検討委員会 

(1)中心部震災メモリアル拠点の役割及び機能について 

(2)今後のスケジュールについて 

令和元年 11月 10日(日) 

世界防災フォーラム 

一般公開セッション 

（入場者 230名） 

タイトル：東日本大震災メモリアルシンポジウム 

～経験をつなぐ、その意味とその姿～ 

内  容：(1)中心部震災メモリアル拠点の検討状況報告 

(2)パネルディスカッション（発表及び意見交換） 

令和 2年 2月 4日(火) 

第 6回検討委員会 

(1)中心部震災メモリアル拠点に関する報告書のとりまとめに向けて 

(2)今後のスケジュールについて 

令和 2年 3月 27日(金) 

第 7回検討委員会 

(1)中心部震災メモリアル拠点に関する報告書の骨子について 

(2)今後のスケジュールについて 

令
和
２
年
度 

令和 2年 5月 18日(月) 

第 8回検討委員会 

(1)中心部震災メモリアル拠点検討委員会報告書の素案について 

(2)今後のスケジュールについて 

令和 2年 7月 22日(水) 

第 9回検討委員会 

(1)中心部震災メモリアル拠点検討委員会報告書について 

(2)今後のスケジュールについて 

令和 2年 10月 12日(月) 

第 10回検討委員会 
(1)中心部震災メモリアル拠点検討委員会報告書について 
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本
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は
、
仙
台
市
震
災
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モ
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検
討
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台
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１
 
①
地
域
資
源
を
引
き
継
ぐ

 

主
な
関
連
事
業

  
※
こ
の
一
覧
は
、
関
連
事
業
の
一
部
を
掲
載
し
た
も
の
で
あ
り
、
全
て
を
網
羅
し
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

事
業
名
 

事
業
概
要
 

実
施
状
況
 

実
施
主
体
 

市
民
の
手
で
植
え
育
て
る
仕
組
み
づ
く
り
 

ふ
る
さ
と
の
杜
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
 

海
岸
防
災
林
を
は
じ
め
と
し
た
東
部
沿
岸
地
域
の
み
ど
り
の
再
生
。
市
民
参
加
に
よ
る
植
樹
及
び
育
樹
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
期
間
は
震
災
後
概
ね

30
年
 

継
続
中
 

仙
台
ふ
る
さ
と
の
杜
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
連
絡
会
議
（
市
民
、

企
業
、
緑
の
活
動
団
体
、
復
興
支
援
団
体
、
ま
ち
づ
く
り

NP
O

及
び
仙
台
市
（
百
年
の
杜
推
進
課
））

 

み
ど
り
へ
の
多
様
な
関
わ
り
方
の
創
出
 

居
久
根
の
保
全
・
再
生
 

杜
の
都
の
環
境
を
つ
く
る
条
例
に
基
づ
く
保
存
樹
林
等
へ
の
指
定
を
通
じ
た
保
全
や
、
居
久
根
の
再
生
に
取
り
組
む
団
体
と
そ
れ
を
希
望

す
る
地
域
団
体
等
の
橋
渡
し
を
通
じ
た
再
生
の
支
援
 

継
続
中
 

市
民
（
保
全
主
体
）、

民
間
団
体
（
再
生
支
援
）、

百
年
の
杜
推

進
課
（
保
存
樹
林
へ
の
指
定
や
地
域
団
体
等
へ
の
橋
渡
し
）
 

農
業
園
芸
セ
ン
タ
ー
の
再
整
備
 

大
き
な
被
害
を
受
け
た
本
市
東
部
地
域
の
農
業
の
再
興
に
資
す
る
と
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も
に
、
市
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が
農
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と
触
れ
合
う
交
流
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点
と
し
て
整
備
 

平
成

28
年
度

営
業
再
開
 

仙
台
市
（
農
政
企
画
課
）、

民
間
事
業
者
 

歴
史
や
文
化
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
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え
る
 

貞
山
運
河
に
関
す
る
情
報
発
信
・

イ
ベ
ン
ト
 

貞
山
運
河
に
関
す
る
調
査
研
究
・
情
報
発
信
、
地
域
団
体
と
の
共
催
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
 

継
続
中
 

貞
山
運
河
倶
楽
部
 

荒
浜
灯
籠
流
し
 

震
災
前
か
ら
荒
浜
地
区
で
行
わ
れ
て
い
る
夏
の
伝
統
行
事
 

継
続
中
 

荒
浜
灯
籠
流
し
実
行
委
員
会
 

多
様
な
参
加
の
仕
組
み
づ
く
り
 

海
岸
公
園
再
整
備
事
業
 

被
災
し
た
海
岸
公
園
の
再
整
備
。
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
に
よ
る
賑
わ
い
・
交
流
の
創
出
、
震
災
の
記
憶
の
継
承
を
実
施
 

平
成

30
年
度

全
面
再
開
 

仙
台
市
（
公
園
課
）
 

仙
台
イ
ン
プ
ロ
グ
レ
ス
 

せ
ん
だ
い
・
ア
ー
ト
・
ノ
ー
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の

1
つ
と
し
て
、
貞
山
運
河
に
橋
の
機
能
を
持
っ
た
作
品
な
ど
を
構
想
し
た
「
み

ん
な
の
橋
」
な
ど
、
被
災
し
た
沿
岸
部
で
の
長
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
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継
続
中
 

せ
ん
だ
い
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デ
ィ
ア
テ
ー
ク
（
市
民
文
化
事
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団
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防
災
集
団
移
転
跡
地
利
活
用
 

本
市
の
新
た
な
魅
力
を
創
出
す
る
た
め
、
民
間
主
体
に
よ
る
防
災
集
団
移
転
跡
地
の
利
活
用
を
推
進
 

H2
9
年
度
よ
り
事
業
者
募
集
を
開
始
し
、
16

事
業
者
を
決
定
 

常
時
募
集
 
 

継
続
中
 

仙
台
市
（
復
興
ま
ち
づ
く
り
課
）、

民
間
事
業
者
 

そ
の
他
 

深
沼
海
水
浴
場
親
水
イ
ベ
ン
ト
 

深
沼
海
水
浴
場
の
本
格
的
な
再
開
を
見
据
え
た
機
運
醸
成
や
運
営
に
係
る
課
題
の
洗
い
出
し
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
親
水
イ
ベ
ン
ト
 
継
続
中
 

仙
台
市
（
観
光
課
）
 

RE
:プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
 

東
部
沿
岸
地
域
を
中
心
に
、
そ
こ
に
暮
ら
し
て
き
た
方
々
か
ら
地
域
に
根
付
い
て
き
た
暮
ら
し
の
話
を
聞
き
、
地
域
の
記
憶
を
つ
な
ぐ
取

組
み
 

平
成

27
年
度

終
了
 

仙
台
市
（
文
化
振
興
課
）
 

3.
11

オ
モ
イ
デ
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ー
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。
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 １
 
②
記
憶
と
経
験
を
形
に
す
る

 

主
な
関
連
事
業
  

※
こ
の
一
覧
は
、
関
連
事
業
の
一
部
を
掲
載
し
た
も
の
で
あ
り
、
全
て
を
網
羅
し
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
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事
業
名
 

事
業
概
要
 

実
施
状
況
 

実
施
主
体
 

犠
牲
者
や
被
災
地
域
を
悼
む
場
や
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
整
備
 

地
域
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
 

中
野
、
南
蒲
生
、
新
浜
、
荒
浜
、
六
郷
東
部
、
藤
塚
の

6
地
区
に
お
い
て
、
震
災
の
記
憶
の
継
承
と
追
悼
・
鎮
魂
を
目
的

に
、
津
波
で
失
わ
れ
た
地
域
の
歴
史
や
暮
ら
し
を
刻
ん
だ
地
域
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
整
備
 

平
成

30
年
度

整
備
完
了
 

仙
台
市
（
復
興
ま
ち
づ
く
り
課
、
若
林
区
ま

ち
づ
く
り
推
進
課
）
 

津
波
の
脅
威
を
実
感
で
き
る
遺
構
の
保
存
 

震
災
遺
構
整
備
・
運
営
 

津
波
の
脅
威
や
威
力
を
伝
え
る
場
と
し
て
、
被
災
し
た
仙
台
市
立
荒
浜
小
学
校
と
荒
浜
地
区
の
住
宅
基
礎
を
震
災
遺
構
と

し
て
保
存
・
運
営
 

令
和
元
年
度
整

備
完
了
 

仙
台
市
（
復
興
ま
ち
づ
く
り
課
、

防
災
環
境

都
市
・
震
災
復
興
室
）
 

市
民
一
人
ひ
と
り
の
想
い
を
含
め
た
ア
ー
カ
イ
ブ
の
整
備
 

震
災
関
連
公
文
書
の
保
存
 

震
災
関
連
公
文
書
を
含
む
歴
史
的
公
文
書
等
を
保
存
す
る
た
め
の
施
設
「（

仮
称
）
仙
台
市
公
文
書
館
」
を
整
備
 

継
続
中
 

仙
台
市
（
文
書
法
制
課
）
 

東
日
本
大
震
災
映
像
等
記
録
事
業
 

本
市
が
撮
影
し
た
写
真
等
を
収
集
・
整
理
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
フ
ォ
ト
ア
ー
カ
イ
ブ
東
日
本
大
震
災
－
仙
台
復
興
の
キ
セ
キ
」
で

公
開
 

継
続
中
 

仙
台
市
（
広
報
課
）
 

震
災
・
復
興
記
録
誌
の
編
さ
ん
 

震
災
記
録
誌
、
震
災
復
興
五
年
記
録
誌
、
市
民
向
け
記
録
誌
の
編
さ
ん
 

平
成

29
年
度

完
了
 

仙
台
市
（
防
災
環
境
都
市
・
震
災
復
興
室
）
 

資
料
レ
ス
キ
ュ
ー
活
動
 

震
災
で
被
災
し
た
歴
史
資
料
や
文
化
財
を
救
い
だ
し
、
保
全
処
置
や
一
時
保
管
を
実
施
 

継
続
中
 

仙
台
市
（
博
物
館
）
 

市
博
物
館
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
活
動
 

震
災
被
害
に
あ
っ
た
文
化
財
の
被
災
状
況
や
津
波
被
害
を
受
け
た
地
域
の
歴
史
と
地
形
の
移
り
変
わ
り
等
を
伝
え
る
パ
ネ

ル
を
作
成
し
、
展
示
、
貸
出
を
実
施
 

継
続
中
 

仙
台
市
（
博
物
館
）
 

仙
台
市
職
員
へ
の
災
害
エ
ス
ノ
グ
ラ

フ
ィ
ー
調
査
 

公
的
な
報
告
書
で
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
苦
労
や
工
夫
、
教
訓
な
ど
を
震
災
当
時
の
仙
台
市
職
員
か
ら
体
験

談
を
聞
き
取
り
記
録
・
活
用
 

継
続
中
 

Te
am
 S
en
da
i（

市
有
志
職
員
）、

大
学
、
仙
台
市
（
防

災
環
境
都
市
・
震
災
復
興
室
）
 

3.
11

震
災
文
庫
 

震
災
に
関
す
る
書
籍
や
新
聞
、
行
政
資
料
な
ど
、
震
災
発
生
当
時
か
ら
現
在
ま
で
の
様
々
な
資
料
を
収
集
 

継
続
中
 

仙
台
市
（
市
民
図
書
館
）
 

3
が
つ

11
に
ち
を
わ
す
れ
な
い
た
め

に
セ
ン
タ
ー
 

市
民
が
記
録
し
た
映
像
等
を
収
集
し
、
様
々
な
手
法
・
表
現
を
用
い
て
発
信
・
活
用
。
収
集
し
た
記
録
を
活
用
し
、
展
示

や
上
映
イ
ベ
ン
ト
「
星
空
と
路
」、

参
加
型
展
示
「
は
じ
ま
り
の
ご
は
ん
」（

3.
11

オ
モ
イ
デ
ア
ー
カ
イ
ブ
と
の
協
働
企
画
）、

定
点
観
測
な
ど
の
資
料
展
示
を
実
施
す
る
ほ
か
、
映
像
音
響
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
へ

DV
D
を
配
架
し
て
い
る
 

継
続
中
 

仙
台
市
（
生
涯
学
習
課
）、

せ
ん
だ
い
メ
デ

ィ
ア
テ
ー
ク
（
市
民
文
化
事
業
団
）
 

東
北
地
方
整
備
局
震
災
伝
承
館
 

東
北
地
方
整
備
局
が
運
営
す
る
震
災
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
 

継
続
中
 

国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
 

東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
宮
城
 

宮
城
県
が
構
築
し
た
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
。
震
災
に
関
す
る
行
政
資
料
や
写
真
・
冊
子
等
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
ウ
ェ
ブ
で
公
開
 

継
続
中
 

宮
城
県
（
及
び
連
携
市
町
村
）
 

み
ち
の
く
震
録
伝
 

東
北
大
学
が
運
営
す
る
震
災
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
 

継
続
中
 

東
北
大
学
 

河
北
新
報
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
 

河
北
新
報
社
が
運
営
す
る
震
災
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
 

継
続
中
 

河
北
新
報
社
 

3.
11

オ
モ
イ
デ
ア
ー
カ
イ
ブ
 

「
3.
11

か
ら
は
じ
ま
る
、
ま
ち
と
人
の
オ
モ
イ
デ
を
キ
ロ
ク
す
る
」
を
テ
ー
マ
に
市
民
協
働
で
取
り
組
む
ア
ー
カ
イ
ブ
。

3.
11

定
点
撮
影
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や

3.
11

オ
モ
イ
デ
ツ
ア
－
を
実
施
 

継
続
中
 

3.
11

オ
モ
イ
デ
ア
ー
カ
イ
ブ
 

震
災
の
経
験
を
伝
え
続
け
る
た
め
の
拠
点
整
備
 

本
市
の
ア
ー
カ
イ
ブ
拠
点
 

中
心
部
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
拠
点
と
合
わ
せ
て
検
討
中
 

 
 

NH
K
仙
台
放
送
局
メ
デ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
 
東
日
本
大
震
災
発
生
時
の
ニ
ュ
ー
ス
や
震
災
に
関
す
る
番
組
、
Ｖ
Ｒ
映
像
な
ど
を
社
屋
で
公
開
 

継
続
中
 

NH
K 

み
や
ぎ
生
協
東
日
本
大
震
災
学
習
・
資
料
室
 
被
害
状
況
や
み
や
ぎ
生
協
の
被
災
者
支
援
、
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
取
組
み
を
展
示
や
映
像
で
紹
介
 

継
続
中
 

み
や
ぎ
生
協
 

さ
ま
ざ
ま
な
手
法
で
の
伝
え
方
 

市
民
セ
ン
タ
ー
講
座
 

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や
施
設
見
学
、
講
話
な
ど
、
様
々
な
手
法
で
記
憶
を
伝
え
る
講
座
を
開
催
 

令
和
元
年
度
終

了
 

仙
台
市
（
青
葉
区
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
）
 

朗
読
劇
「
語
り
継
ぐ
震
災
の
記
憶
」
 

津
波
で
被
災
さ
れ
た

13
名
の
方
々
の
経
験
を
ま
と
め
た
冊
子
「
語
り
継
ぐ
震
災
の
記
憶
」
を
も
と
に
制
作
さ

れ
た
朗
読
劇
 

平
成

29
年
度
定
例
開
催
終

了
、
今
後
不
定
期
開
催
予
定
 

仙
台
市
（
若
林
区
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
）
 

宮
城
野
区
文
化
セ
ン
タ
ー
震
災
復
興
交
流

事
業
「
あ
な
た
の
オ
モ
イ
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
タ

チ
」
 

震
災
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
語
り
合
う
場
と
新
た
な
つ
な
が
り
を
生
む
た
め
、
朗
読
会
や

上
映
会
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
防
災
ゲ
ー
ム
な
ど
を
開
催
 

継
続
中
 

仙
台
市
（
宮
城
野
区
文
化
セ
ン
タ
ー
、
宮
城

野
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）、

各
種
団
体
 

※
取
り
組
み
の
方
向
性
は
、
仙
台
市
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
等
検
討
委
員
会
報
告
書
（
平
成

26
年

12
月
）
P.
7～

8
に
掲
載
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事
業
名
 

事
業
概
要
 

実
施
状
況
 

実
施
主
体
 

東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
語
り
部

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
か
た
り
つ
ぎ
」
 

み
ち
の
く
震
録
伝
で
収
集
し
た
東
日
本
大
震
災
の
震
災
体
験
者
の
記
録
を
も
と
に
、
震
災
の
記
憶
を
語
り
継
ぐ
イ
ベ
ン
ト
。

平
成

24
年

3
月
か
ら
毎
年
開
催
 

継
続
中
 

東
北
大
学
 

書
籍
「
震
災
学
」
の
発
行
 

震
災
を
多
角
的
に
考
え
、
発
信
す
る
雑
誌
を

20
12

年
度
か
ら
毎
年
度
発
行
 

継
続
中
 

東
北
学
院
大
学
 

東
北
リ
サ
ー
チ
と
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
 

  

せ
ん
だ
い
・
ア
ー
ト
・
ノ
ー
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
地
域
の
歴
史
、
資
源
、
課
題
な
ど
を
調
べ
る

こ
と
を
通
し
て
作
品
制
作
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
市
民
団
体
の
活
動
拠
点
で
、
震
災
伝
承
に
ま
つ
わ
る
展
示
「
と
あ
る
窓
」

「
語
り
野
を
ゆ
け
ば
」
な
ど
を
開
催
 

継
続
中
 

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
、
一
般
社
団
法

人
NO
OK
、
エ
イ
ブ
ル
・
ア
ー
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
、

3.
11

オ
モ
イ
デ
ア
ー
カ
イ
ブ
 

仙
台
・
宮
城
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ア
ラ
イ
ア

ン
ス
 

  

岩
手
・
宮
城
・
福
島

3
県
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
お
い
て
、
震
災
に
関
連
し
て
お
き
た
い
く
つ
か
の
テ
ー
マ
ご
と
に
そ
の
概

略
を
振
り
返
る
パ
ネ
ル
展
示
と
と
も
に
冊
子
「
東
日
本
大
震
災
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
を
発
行
し
た
 

平
成

26
年
度

終
了
 

仙
台
・
宮
城
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

（
事
務
局
：
生
涯
学
習
課
、
博
物
館
、
せ
ん

だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
）
 

上
記
の
外
、
震
災
遺
構
整
備
、
3.
11

震
災
文
庫
、
3
が
つ

11
に
ち
を
わ
す
れ
な
い
た
め
に
セ
ン
タ
ー
、
伝
え
る
学
校
な
ど
 

そ
の
他
 

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
特
別
番
組
「
星
空
と

と
も
に
」
及
び
「
星
よ
り
も
、
遠
く
へ
」 

被
災
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
星
と
震
災
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
も
と
に
仙
台
市
天
文
台
が
制
作
し
た
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

特
別
番
組
。
全
国
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
も
投
映
 

継
続
中
 

仙
台
市
天
文
台
 

「
女
性
と
防
災
ま
ち
づ
く
り
」
の
取
組

み
の
発
信
 

東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
た
女
性
た
ち
の
思
い
を
伝
え
る
冊
子
「
パ
ン
ジ
ー
～
あ
の
日
う
ま
れ
た
も
の
」
を
平
成

26
 年

4 
月
よ
り

毎
年
出
版
。
仙
台
防
災
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
へ
の
参
加
や
エ
ル
・
パ
ー
ク
仙
台
内
で
の
展
示
，
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
じ
発
信
。
 

継
続
中
 

男
女
共
同
参
画
財
団
、
仙
台
市
（
男
女
共
同

参
画
課
）
 

防
災
観
光
 

防
災
観
光
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
被
災
地
の

36
0°

画
像
を

WE
B
で
発
信
 

継
続
中
 

宮
城
県
、
仙
台
市
(東

北
連
携
推
進
室
) 

復
興
関
係
研
修
 

本
市
職
員
を
対
象
に
震
災
復
興
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
研
修
を
実
施
 

継
続
中
 

仙
台
市
（
防
災
環
境
都
市
・
震
災
復
興
室
）
 

仙
台
市
職
員
間
伝
承
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

作
成
 

大
学
と
連
携
し
、
既
存
の
研
修
や
職
場
内
に
お
け
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
機
会
と
の
一
体
性
を
持
っ
て
利
用
で
き
る
研
修
資
料
を

作
成
、
庁
内
各
課
へ
提
供
す
る
な
ど
に
よ
り
、
災
害
の
経
験
と
教
訓
を
継
続
的
に
継
承
す
る
仕
組
み
を
整
え
る
。
 

継
続
中
 

仙
台
市
（
防
災
環
境
都
市
・
震
災
復
興
室
）
 

WE
B・

ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
 

WE
B「

防
災
環
境
都
市
・
仙
台
」
や
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
「
え
ー
る
」
で
防
災
・
減
災
・
環
境
に
関
す
る
情
報
を
発
信
 

継
続
中
 

仙
台
市
（
防
災
環
境
都
市
・
震
災
復
興
室
）
 

国
際
会
議
で
の
発
信
 

国
連
等
が
主
催
す
る
国
際
会
議
に
出
席
し
、
本
市
の
経
験
を
発
信
 

継
続
中
 

仙
台
市
（
防
災
環
境
都
市
・
震
災
復
興
室
）
 

仙
台
防
災
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム
 

震
災
の
経
験
や
教
訓
を
踏
ま
え
、
市
民
が
継
続
的
に
防
災
を
学
び
発
信
す
る
場
と
し
て
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
毎
年
開
催
 

継
続
中
 

仙
台
市
（
防
災
環
境
都
市
・
震
災
復
興
室
）
 

We
b
サ
イ
ト
に
よ
る
震
災

10
年
発
信

事
業
 

震
災
か
ら

10
年
の
復
旧
・
復
興
や
ま
ち
づ
く
り
に
係
る
様
々
な
活
動
の
歩
み
を
振
り
返
る
専
用
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
設
け
発
信
 
継
続
中
 

仙
台
市
（
防
災
環
境
都
市
・
震
災
復
興
室
）
 

NO
W 
IS
. 

宮
城
県
内
の
復
興
の
状
況
や
復
興
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
方
々
の
「
い
ま
」
の
姿
を
発
信
す
る
情
報
誌
 

継
続
中
 

宮
城
県
 

津
波
浸
水
表
示
板
の
設
置
 

津
波
の
浸
水
区
域
や
浸
水
高
さ
を
現
地
に
表
す
標
識
等
を
設
置
 

継
続
中
 

宮
城
県
 

津
波
防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

5
月
の
み
や
ぎ
津
波
防
災
月
間
や

11
月
の
津
波
防
災
の
日
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
津
波
防
災
意
識
の
向
上
を
目
的
に
開
催
 
継
続
中
 

宮
城
県
 

津
波
防
災
パ
ネ
ル
展
 

県
庁
広
報
室
等
に
お
け
る
常
設
展
示
を
は
じ
め
，
各
種
団
体
の
主
催
イ
ベ
ン
ト
等
で
広
く
開
催
 

継
続
中
 

宮
城
県
 

災
害
伝
承

10
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
の
市
町
村
職
員
、
消
防
職
団
員
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
及
び
自
主
防
災
組
織
の
方
々
を
語
り
部
と

し
て
全
国
の
市
町
村
や
学
校
等
に
派
遣
し
、
市
町
村
職
員
や
地
域
住
民
、
児
童
生
徒
に
災
害
時
の
体
験
・
教
訓
を
伝
承
。

仙
台
市
か
ら
は

12
名
を
推
薦
（
令
和

2
年
度
時
点
）
 

継
続
中
 

総
務
省
消
防
庁
 

海
岸
公
園
冒
険
広
場
に
お
け
る
発
信
 

公
園
内
に
震
災
時
の
状
況
を
示
し
た
看
板
等
を
設
置
。
震
災
発
生
時
や
そ
の
後
の
状
況
を
記
録
、
資
料
に
ま
と
め
発
信
し
、

要
望
に
応
じ
て
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
解
説
を
実
施
 

継
続
中
 

仙
台
市
（
公
園
課
）、

冒
険
あ
そ
び
場
－
せ
ん
だ

い
・
み
や
ぎ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
 

被
災
地
に
お
け
る
桜
の
植
樹
 

津
波
の
記
憶
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
震
災
の
津
波
到
達
地
に
桜
を
植
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
複
数
の
民
間
団
体
が
実
施
 
継
続
中
 

左
記
の
と
お
り
 

 ま
と
め
 

○
東
部
沿
岸
地
区
に
お
け
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
整
備
や
遺
構
保
存
は
整
備
事
業
が
ほ
ぼ
終
了
し
て
い
る
。
 

○
本
市
や
様
々
な
機
関
に
お
け
る
ア
ー
カ
イ
ブ
の
取
組
み
や
、
観
光
分
野
の
情
報
発
信
、
情
報
誌
発
行
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
、
様
々
な
形
で
震
災
の
記
憶
と
経
験
を
伝
え
よ
う
と
す
る
取
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
 

○
ア
ー
カ
イ
ブ
の
連
携
や
収
集
さ
れ
た
様
々
な
資
料
の
活
用
、
多
く
の
市
民
が
関
わ
る
機
会
の
創
出
等
（
本
市
の
中
心
部
拠
点
の
整
備
を
含
む
）
や
、
整
備
さ
れ
た
遺
構
の
継
続
的
な
保
全
・
公
開
の
あ
り
方
等
は
今
後
の
課
題
で

あ
る
。
 



- 
21
 -
 

 １
 
③
明
日
へ
向
か
う
力
を
育
て
る

 

主
な
関
連
事
業
  

※
こ
の
一
覧
は
、
関
連
事
業
の
一
部
を
掲
載
し
た
も
の
で
あ
り
、
全
て
を
網
羅
し
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

  

事
業
名
 

事
業
概
要
 

実
施
状
況
 

実
施
主
体
 

文
化
・
芸
術
に
よ
る
取
組
み
の
推
進
 

東
北
絆
ま
つ
り
（
東
北
六
魂
祭
の
後

継
）
 

東
北

6
県
の
各
県
庁
所
在
地
の
代
表
的
な

6
つ
の
夏
祭
り
を
一
同
に
集
め
た
祭
り
。
東
日
本
大
震
災
の
鎮
魂
と
復
興
を
願
い
、

東
北

6
県
で
持
ち
回
り
開
催
 

継
続
中
 

青
森
市
、
盛
岡
市
、
秋
田
市
、
山
形
市
、
福
島

市
、
仙
台
市
（
東
北
連
携
推
進
室
）
 

復
興
コ
ン
サ
ー
ト
 

音
楽
が
震
災
後
に
果
た
し
て
き
た
役
割
や
そ
の
力
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
月
命
日
に
メ
モ
リ
ア
ル
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す

る
ほ
か
、
プ
ロ
の
音
楽
家
が
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
出
向
き
、
被
災
し
た
方
々
の
心
に
音
楽
で
寄
り
添
い
、
地
域
再
生
を
願
っ

て
演
奏
会
を
行
う
も
の
 

継
続
中
 

仙
台
市
（
文
化
振
興
課
）、

音
楽
の
力
に
よ
る

復
興
セ
ン
タ
ー
・
東
北
 

文
化
芸
術
に
よ
る
子
供
の
育
成
事
業
 

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
で
安
心
で
き
る
環
境
の
醸
成
を
図
る
と
と
も
に
、
円
滑
な
地
域
の
復
興
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
・
児
童
館
等
に
芸
術
家
を
派
遣
す
る
事
業
 

継
続
中
 

仙
台
市
（
文
化
振
興
課
）、

市
民
文
化
事
業
団
、

地
域
の
文
化
芸
術
団
体
 

仙
台
市
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

東
京
オ
リ
パ
ラ
の
開
催
を
契
機
に
創
出
し
た
事
業
で
、
地
域
の
文
化
芸
術
分
野
に
お
け
る
多
様
な
資
源
を
活
か
し
た
文
化
事

業
の
企
画
を
公
募
し
、
仙
台
市
、
市
民
文
化
事
業
団
と
の
協
働
で
実
施
す
る
も
の
。「

震
災
や
復
興
を
主
題
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
募
集
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
と
し
て
い
る
 

継
続
中
 

仙
台
市
（
文
化
振
興
課
）、

市
民
文
化
事
業
団
 

3.
11

文
学
館
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
 

震
災
を
契
機
に
全
国
の
文
学
館
が
独
自
の
企
画
で
同
時
開
催
す
る
展
示
。
20
13

年
3
月
か
ら
毎
年

3
月
に
開
催
 

継
続
中
 

仙
台
文
学
館
な
ど
全
国
の
文
学
館
 

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
展
覧
会

事
業
 

 

震
災
を
経
験
し
た
施
設
と
し
て
企
画
す
る
展
覧
会
は
、
全
国
・
世
界
へ
届
く
発
信
力
の
あ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
 
「
螺

旋
海
岸
」（

写
真
家
・
志
賀
理
江
子
）、
「
記
録
と
想
起
 
イ
メ
ー
ジ
の
家
を
歩
く
」（

３
が
つ
１
１
に
ち
を
わ
す
れ
な
い
た
め

に
セ
ン
タ
ー
の
記
録
を
活
用
し
た
展
示
）、
「
ま
っ
ぷ
た
つ
の
風
景
」（

写
真
家
・
畠
山
直
哉
）、
「
NA
OS
U」
（
美
術
家
・
青
野
文

昭
）
な
ど
 

継
続
中
 

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
（
市
民
文
化
事
業

団
）
 

文
化
・
芸
術
に
よ
る
取
組
み
を
将
来
に
つ
な
げ
る
た
め
の
拠
点
整
備
 

音
楽
ホ
ー
ル
 

復
興
の
力
と
な
っ
た
文
化
力
を
社
会
に
活
か
す
こ
と
を
設
置
目
的
の

1
つ
と
す
る
音
楽
ホ
ー
ル
の
整
備
に
向
け
た
検
討
 

継
続
中
 

仙
台
市
（
文
化
振
興
課
）
 

自
然
現
象
や
災
害
を
知
り
学
べ
る
環
境
の
整
備
 

せ
ん
だ
い

3.
11

メ
モ
リ
ア
ル
交
流
館
の
企

画
展
（
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
）・

ツ
ア
ー
 

沿
岸
部
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
経
た
企
画
展
の
開
催
や
市
民
と
と
も
に
沿
岸
部
を
回
る
様
々
な
ツ
ア
ー
の
実
施
 

継
続
中
 

せ
ん
だ
い

3.
11

メ
モ
リ
ア
ル
交
流
館
（
市
民

文
化
事
業
団
）、

仙
台
市
（
防
災
環
境
都
市
・

震
災
復
興
室
）
 

人
材
の
育
成
 

伝
え
る
学
校
 

震
災
の
記
憶
と
経
験
を
後
世
に
継
承
し
て
い
く
た
め
、
市
民
自
ら
が
感
情
や
想
い
も
含
め
て
伝
え
る
た
め
の
手
法
を
学
び
、

実
践
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
 (
3.
11

オ
モ
イ
デ
ツ
ア
ー
、
聞
書
き
-あ

の
人
に
会
い
に
行
く
、
3.
11

未
来
会
議
、
街
か
ら
の
伝
言

板
、
60

秒
で
伝
え
る

3.
11

ム
ー
ビ
ー
、「

震
災
メ
モ
リ
ア
ル
」
の
展
示
会
を
つ
く
ろ
う
) 

平
成

28
年

度
終
了
 

市
民
、
民
間
団
体
、
仙
台
市
（
市
民
協
働
推
進

課
）
 

31
1『

伝
え
る
／
備
え
る
』
次
世
代
塾
 
学
生
や
若
手
社
会
人
を
中
心
に
東
日
本
大
震
災
の
伝
承
と
防
災
啓
発
の
担
い
手
を
育
成
す
る
た
め
の
通
年
講
座
 

継
続
中
 

報
道
機
関
、
大
学
、
仙
台
市
、
企
業
等
 

大
学
等
と
連
携
し
た
未
来
の
担
い
手

づ
く
り
 

震
災
の
経
験
が
な
い
児
童
・
生
徒
が
今
後
ま
す
ま
す
増
加
す
る
こ
と
か
ら
、
宮
城
教
育
大
学
・
仙
台
市
・
仙
台
市
教
育
委
員

会
の
三
者
で
締
結
し
た
協
定
に
基
づ
き
、
防
災
教
育
の
推
進
等
を
行
う
も
の
 

継
続
中
 

仙
台
市
（
防
災
環
境
都
市
・
震
災
復
興
室
）
 

復
興
大
学
 
復
興
人
材
育
成
教
育
 

復
興
支
援
の
担
い
手
、
今
後
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
育
成
教
育
事
業
と
し
て
、
学
生
に
加
え
一
般
県
民
を
対
象
に
、
復
興

の
政
治
学
か
ら
経
済
学
、
社
会
学
、
思
想
、
生
活
構
築
学
お
よ
び
科
学
技
術
ま
で
の

6
科
目

30
講
座
を
開
講
。
広
く
応
用
可

能
な
教
育
内
容
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
間
・
社
会
・
技
術
な
ど
に
関
す
る
基
本
的
素
養
と
広
い
視
野
を
育
成
。
併
せ

て
、
被
災
地
の
復
興
状
況
を
巡
り
、
防
災
・
減
災
を
学
ぶ
現
場
実
習
を
実
施
 

継
続
中
 

学
都
仙
台
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
 

※
取
り
組
み
の
方
向
性
は
、
仙
台
市
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
等
検
討
委
員
会
報
告
書
（
平
成

26
年

12
月
）
P.
9～

10
に
掲
載
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事
業
名
 

事
業
概
要
 

実
施
状
況
 

実
施
主
体
 

3
月

11
日
の
過
ご
し
方
 

市
追
悼
式
典
 

本
市
主
催
の
追
悼
式
典
 

継
続
中
 

仙
台
市
（
秘
書
課
）
 

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
 

民
間
主
催
の
追
悼
式
典
。
平
成

29
年

3
月
ま
で
仙
台
青
年
会
議
所
が
主
催
。
平
成

30
年

3
月
か
ら
地
元
高
校
生
が
主
体
と

な
っ
た
実
行
委
員
会
が
主
催
 

継
続
中
 

3.
11

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
実
行
委
員
会
 

HO
PE
 F
OR
 p
ro
je
ct
 

元
地
域
住
民
や
一
般
市
民
が

3
月

11
日
に
想
い
を
寄
せ
る
場
と
し
て
、
地
元
小
中
学
校
の
卒
業
生
が
中
心
と
な
り
、
花
の
種

を
入
れ
た
風
船
を
荒
浜
小
学
校
で
空
へ
リ
リ
ー
ス
し
、
音
楽
室
に
て
荒
浜
に
縁
の
あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
演
奏
す
る
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
 

継
続
中
 

HO
PE
 F
OR
 p
ro
je
ct

実
行
委
員
会
 

そ
の
他
 

七
夕
の
折
り
鶴
（
故
郷
復
興
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）
 

仙
台
市
立

18
4
校
の
小
中
学
校
，
特
別
支
援
学
校
，
中
等
教
育
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
，
ひ
と
つ
ひ
と
つ
手
作
り
し
た
折
鶴

で
七
夕
飾
り
を
制
作
（
共
催
：
仙
台
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
、
 
仙
台
市
七
夕
ま
つ
り
協
賛
会
、
鳴
海
屋
紙
商
事
株
式
会
社
、
株

式
会
社
藤
崎
等
）
 

継
続
中
 

仙
台
市
教
育
委
員
会
 

（
教
育
セ
ン
タ
ー
）
 

仙
台
版
防
災
教
育
 

従
前
の
防
災
教
育
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
平
成

23
年
度
に
新
た
な
防
災
教
育
の
指
針
を
作
成
、
平
成

28
年
度
よ
り
仙
台
版

防
災
教
育
と
し
て
取
組
を
推
進
し
て
い
る
。
防
災
教
育
副
読
本
・
防
災
教
育
実
践
ガ
イ
ド
を
作
成
し
、
活
用
を
図
っ
て
い
る
。

平
成

27
か
ら

32
年
度
に
か
け
て
全
市
立
学
校
を
研
究
推
進
取
組
発
表
校
に
指
定
し
、
実
践
内
容
を
発
表
 
※
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
伴
い
令
和

2
年
度
の
発
表
会
を
令
和

3
年
度
へ
延
期
。
 

継
続
中
 

仙
台
市
教
育
委
員
会
（
教
育
指
導
課
）
 

今
で
き
る
こ
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 

時
々
の
「
で
き
る
こ
と
」
を
考
え
な
が
ら
、
新
聞
読
者
と
一
緒
に
行
動
す
る
復
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
各
地
の
観
光
支
援

や
防
災
情
報
の
発
信
、
小
中
学
生
向
け
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
授
業
等
を
実
施
 

継
続
中
 

河
北
新
報
社
 

考
え
る
テ
ー
ブ
ル
 

 

人
が
集
い
語
り
合
い
な
が
ら
震
災
復
興
や
地
域
社
会
、
表
現
活
動
な
ど
に
つ
い
て
、
黒
板
に
仕
立
て
た
テ
ー
ブ
ル
で
語
り
合

う
場
。
て
つ
が
く
カ
フ
ェ
、
民
話
ゆ
う
わ
座
 
な
ど
 

継
続
中
 

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
（
市
民
文
化
事
業

団
）、

協
働
者
（
市
民
グ
ル
ー
プ
）
 

ま
と
め
 

○
「
文
化
・
芸
術
の
力
」
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
取
組
み
や
拠
点
と
な
る
音
楽
ホ
ー
ル
の
検
討
が
進
ん
で
お
り
、「

知
り
学
ぶ
機
会
」
に
つ
い
て
も
、
メ
モ
リ
ア
ル
交
流
館
の
企
画
展
等
に
よ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
施
や
大

学
・
報
道
機
関
等
と
連
携
し
た
人
材
育
成
、
追
悼
関
連
行
事
等
が
行
わ
れ
て
い
る
。
 

○
多
様
な
主
体
の
取
組
み
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
連
携
と
継
続
を
図
り
、
世
代
を
超
え
て
震
災
へ
の
意
識
を
持
ち
、
深
め
、
学
ん
で
い
く
仕
組
み
・
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
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 ２
 
拠
点
整
備
に
よ
る
事
業
展
開
 

 
３
 
組
織
設
置
と
協
働
に
よ
る
事
業
推
進
 

主
な
関
連
事
業
  

※
こ
の
一
覧
は
、
関
連
事
業
の
一
部
を
掲
載
し
た
も
の
で
あ
り
、
全
て
を
網
羅
し
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

  

事
業
名
 

事
業
概
要
 

実
施
状
況
 

実
施
主
体
 

中
心
部
の
拠
点
 

中
心
部
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
拠
点
 

中
心
部
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
拠
点
検
討
委
員
会
を
平
成

30
年

12
月
に
設
置
。
平
成

31
年

1
月
～
令
和

2
年

10
月
ま
で
計

10
回
委

員
会
を
開
催
 

継
続
中
 

仙
台
市
（
防
災
環
境
都
市
・
震
災
復
興

室
）
 

沿
岸
部
の
拠
点
 

せ
ん
だ
い

3.
11

メ
モ
リ
ア
ル
交

流
館
 

東
部
沿
岸
地
域
の
玄
関
口
と
し
て
、
展
示
や
人
と
人
の
交
流
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
を
通
じ
て
震
災
の
記
憶
と
経
験
を
継
承
す

る
拠
点
整
備
・
運
営
 

平
成

27
年
度

整
備
完
了
 

仙
台
市
（
防
災
環
境
都
市
・
震
災
復
興

室
）、

市
民
文
化
事
業
団
 

組
織
の
設
置
 

 
 

 
 

多
様
な
主
体
と
の
協
働
 

せ
ん
だ
い

3.
11

メ
モ
リ
ア
ル
交

流
館
協
力
・
共
催
事
業
 

震
災
や
地
域
の
記
憶
の
継
承
等
に
資
す
る
民
間
事
業
等
と
協
働
。
平
成

28
年
度
か
ら
令
和

2
年
度
（
令
和

2
年

7
月
末
現
在
）
ま

で
の
協
力
・
共
催
実
績
は

13
0
件
。
 

継
続
中
 

せ
ん
だ
い

3.
11

メ
モ
リ
ア
ル
交
流
館

（
市
民
文
化
事
業
団
）、

仙
台
市
（
防
災

環
境
都
市
・
震
災
復
興
室
）
 

本
資
料
に
記
載
の
と
お
り
、
様
々
な
事
業
が
多
様
な
主
体
と
の
協
働
に
よ
り
展
開
さ
れ
て
い
る
。
 

多
様
性
と
変
化
へ
の
対
応
 

 
 

 
 

経
験
を
つ
な
ぐ
手
法
を
生
み
出
す
 

 
 

 
 

そ
の
他
 

震
災
伝
承
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
 
岩
手
、
宮
城
、
福
島
の

3
県
で
整
備
さ
れ
る
復
興
祈
念
公
園
と
各
地
の
震
災
伝
承
施
設
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
り
、
交
流
促
進

や
地
域
創
生
、
地
域
の
防
災
力
強
化
を
目
的
と
し
た
協
議
会
 

継
続
中
 

東
北
地
方
整
備
局
、
青
森
県
、
岩
手
県
、

宮
城
県
、
福
島
県
、
仙
台
市
 

東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
 
東
北
大
学
の
英
知
を
結
集
し
て
被
災
地
の
復
興
・
再
生
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
国
内
外
の
大
学
・
研
究
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
、

自
然
災
害
科
学
に
関
す
る
世
界
最
先
端
の
研
究
を
推
進
す
る
た
め
の
新
た
な
研
究
組
織
と
し
て
設
立
 

継
続
中
 

東
北
大
学
 

み
や
ぎ
防
災
・
減
災
円
卓
会
議
 

組
織
横
断
的
に
情
報
や
成
果
の
共
有
を
図
る
た
め
、
自
治
体
、
研
究
機
関
、
民
間
組
織
、
企
業
、
報
道
機
関
な
ど
が
参
加
す
る
会
議
 
継
続
中
 

東
北
大
学
、
河
北
新
報
社
 

み
や
ぎ
連
携
復
興
セ
ン
タ
ー
 

復
興
を
契
機
に
、
創
造
的
で
自
律
的
な
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
住
民
主
体
の
取
組
み
を
支
援
す
る
組
織
 

継
続
中
 

み
や
ぎ
連
携
復
興
セ
ン
タ
ー
 

3.
11

メ
モ
リ
ア
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
 

将
来
に
わ
た
る
継
続
的
な
伝
承
活
動
を
支
え
る
た
め
、
岩
手
県
・
宮
城
県
・
福
島
県
を
中
心
に
伝
承
に
携
わ
る
個
人
・
団
体
・
伝
承

拠
点
を
つ
な
ぐ
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
。「

連
携
・
調
整
」、
「
企
画
・
評
価
」、
「
人
材
育
成
」
を
柱
に
掲
げ
、
伝
承
活
動
を
推
進
 

継
続
中
 

3.
11

メ
モ
リ
ア
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
 

ま
と
め
 

○
メ
モ
リ
ア
ル
交
流
館
、
震
災
遺
構
荒
浜
小
学
校
が
設
置
さ
れ
た
ほ
か
、
メ
モ
リ
ア
ル
事
業
に
関
わ
る
様
々
な
主
体
に
よ
る
連
携
体
制
づ
く
り
も
行
わ
れ
て
い
る
。
 

○
市
民
一
人
ひ
と
り
の
経
験
の
く
み
と
り
や
、
多
様
な
主
体
の
知
恵
の
結
集
に
よ
り
国
内
外
へ
発
信
す
る
た
め
の
手
法
を
生
み
出
す
こ
と
、
核
と
な
る
組
織
づ
く
り
等
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
 

○
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
事
業
は
、
多
く
の
主
体
に
よ
り
多
様
な
形
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
本
市
と
し
て
も
こ
れ
ら
と
連
携
し
な
が
ら
、
継
続
的
な
事
業
実
施
の
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
、
今
後
重
要
で
あ
る
。
 

※
取
り
組
み
の
方
向
性
は
、
仙
台
市
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
等
検
討
委
員
会
報
告
書
 

（
平
成

26
年

12
月
）
P.
11
～
14

に
掲
載
 



災
害

等
に

関
す

る
主

な
メ

モ
リ

ア
ル

施
設

の
状

況
（
東

日
本

大
震

災
関

連
）
　

　
令

和
2
年

7
月

末
現

在
※

本
資

料
は

国
、

県
お

よ
び

市
町

村
が

設
置

・
計

画
し

て
い

る
施

設
等

の
う

ち
、

一
部

を
掲

載
し

て
い

る
も

の
で

あ
り

、
全

て
を

網
羅

し
て

い
る

も
の

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

（1
）施

設
名

(2
)所

在
地

(3
)設

置
者

(4
)運

営
者

(5
)完

成
時

期
(6

)目
的

・コ
ン

セ
プ

ト
・機

能
等

(7
)施

設
設

備
(8

)延
床

面
積

(9
)立

地
特

性

■
仙

台
市

（参
考

）

せ
ん

だ
い

3.
11

メ
モ

リ
ア

ル
交

流
館

仙
台

市
仙

台
市

（公
財

）仙
台

市
市

民
文

化
事

業
団

〔事
業

委
託

〕

平
成

28
年

2月

東
日

本
大

震
災

の
記

憶
と

経
験

を
継

承
す

る
た

め
の

さ
ま

ざ
ま

な
取

組
み

を
有

機
的

に
結

び
、

未
来

や
世

界
へ

つ
な

い
で

い
く
こ

と
目

的
と

す
る

。
震

災
を

知
り

学
ぶ

場
で

あ
る

と
と

も
に

、
仙

台
市

東
部

沿
岸

地
域

へ
の

玄
関

口
の

役
割

も
果

た
す

。

1F
　

交
流

ス
ペ

ー
ス

（震
災

文
庫

等
）

2F
　

展
示

室
（常

設
・企

画
）、

ス
タ

ジ
オ

（会
議

室
）

屋
上

　
屋

上
庭

園

90
6.

45
㎡

・仙
台

市
地

下
鉄

東
西

線
荒

井
駅

舎
内

震
災

遺
構

仙
台

市
立

荒
浜

小
学

校
仙

台
市

仙
台

市
仙

台
市

〔直
営

〕
平

成
29

年
4月

被
災

校
舎

の
あ

り
の

ま
ま

の
姿

と
被

災
直

後
の

写
真

展
示

等
に

よ
り

、
来

館
者

に
津

波
の

威
力

や
脅

威
を

実
感

し
て

い
た

だ
き

、
防

災
・減

災
の

意
識

を
高

め
る

場
と

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
る

。

外
周

・1
階

2階
　

被
災

状
況

を
伝

え
る

写
真

展
示

4階
　

展
示

室
（3

.1
1荒

浜
の

記
憶

、
震

災
の

記
憶

と
明

日
へ

の
備

え
、

荒
浜

の
歴

史
と

文
化

・荒
浜

小
学

校
の

思
い

出
）、

交
流

活
動

室
屋

上

3,
22

6㎡
（立

ち
入

り
可

能
範

囲
は

1,
20

5㎡
）

・津
波

被
災

地
域

震
災

遺
構

仙
台

市
荒

浜
地

区
住

宅
基

礎
仙

台
市

仙
台

市
仙

台
市

〔直
営

〕
令

和
元

年
9月

か
つ

て
使

わ
れ

て
い

た
住

宅
の

基
礎

な
ど

を
保

存
す

る
こ

と
に

よ
り

、
こ

こ
に

あ
っ

た
人

々
の

暮
ら

し
や

地
域

の
記

憶
、

東
日

本
大

震
災

の
津

波
の

脅
威

を
伝

え
、

防
災

意
識

を
高

め
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
る

。
津

波
に

よ
っ

て
浸

食
さ

れ
た

地
形

や
破

壊
さ

れ
た

住
宅

の
基

礎
の

あ
り

の
ま

ま
の

姿
を

ご
覧

い
た

だ
く
た

め
、

極
力

手
を

加
え

な
い

方
針

で
整

備
。

・住
宅

基
礎

跡
６

戸
分

・津
波

に
よ

る
浸

食
地

形
・見

学
用

通
路

、
駐

車
場

・津
波

の
脅

威
の

解
説

や
、

失
わ

れ
た

か
つ

て
の

荒
浜

の
暮

ら
し

の
様

子
な

ど
を

伝
え

る
写

真
や

証
言

を
掲

載
し

た
説

明
看

板

-
・津

波
被

災
地

域

■
宮

城
県

石
巻

南
浜

津
波

復
興

祈
念

公
園

画
像

：有
識

者
委

員
会

資
料

よ
り

石
巻

市
国 宮

城
県

石
巻

市
未

定
令

和
2年

度
末

（予
定

）

宮
城

県
、

さ
ら

に
は

被
災

地
全

体
の

か
な

め
と

な
る

復
興

祈
念

公
園

と
し

て
、

こ
の

地
の

み
な

ら
ず

東
日

本
大

震
災

で
犠

牲
に

な
っ

た
す

べ
て

の
生

命
（い

の
ち

）に
対

す
る

追
悼

と
鎮

魂
の

場
と

な
る

と
と

も
に

、
津

波
と

い
う

自
然

災
害

が
避

け
ら

れ
な

い
我

が
国

に
お

い
て

、
こ

の
震

災
の

記
憶

と
教

訓
を

他
の

被
災

地
と

連
携

し
て

後
世

に
伝

え
る

拠
点

と
な

り
、

さ
ら

に
は

、
か

つ
て

市
街

地
で

あ
っ

た
場

所
に

公
園

の
整

備
を

通
じ

て
人

々
が

係
わ

り
、

人
と

人
と

の
絆

、
つ

な
が

り
を

築
い

て
い

く
こ

と
に

よ
り

、
東

日
本

大
震

災
か

ら
の

復
興

の
象

徴
と

な
る

も
の

中
核

的
施

設
、

追
悼

の
広

場
、

祈
り

の
場

、
避

難
築

山
、

湿
地

・沼
池

、
多

目
的

広
場

、
聖

人
堀

再
生

・活
用

、
震

災
前

の
街

路
網

を
残

し
た

園
路

－
・津

波
被

災
地

域

石
巻

南
浜

津
波

復
興

祈
念

公
園

中
核

施
設

内
で

の
震

災
伝

承
関

連
展

示

画
像

：宮
城

県
H

P
よ

り

石
巻

市
宮

城
県

未
定

令
和

2年
度

末
（予

定
）

「か
け

が
え

の
な

い
命

を
守

る
た

め
に

、
未

来
へ

と
記

憶
を

届
け

る
場

」が
展

示
コ

ン
セ

プ
ト

。
県

内
各

地
の

被
災

・復
興

状
況

を
紹

介
し

、
被

災
地

や
震

災
関

連
施

設
等

へ
導

く
ゲ

ー
ト

ウ
ェ

イ
（玄

関
口

）を
目

指
す

。

・展
示

ス
ペ

ー
ス

・シ
ア

タ
ー

ル
ー

ム

※
国

が
整

備
す

る
中

核
的

施
設

内
へ

の
展

示
整

備

約
80

0㎡
（展

示
部

分
）

・津
波

被
災

地
域

旧
門

脇
小

学
校

（震
災

遺
構

）

写
真

提
供

：
石

巻
市

石
巻

市
石

巻
市

未
定

令
和

3年
度

中
（予

定
）

津
波

・津
波

火
災

被
害

を
受

け
た

小
学

校
校

舎
の

3階
ま

で
の

一
部

を
保

存
（正

面
玄

関
を

中
心

に
保

存
し

、
校

舎
両

脇
の

一
部

を
撤

去
）。

隣
接

す
る

石
巻

南
浜

津
波

復
興

祈
念

公
園

と
日

和
山

と
の

連
続

性
を

保
っ

た
「震

災
伝

承
エ

リ
ア

」の
主

要
施

設
と

位
置

付
け

て
い

る
。

・本
校

舎
（震

災
遺

構
）

・観
察

棟
　

（本
校

舎
の

見
学

）
・特

別
教

室
棟

　
（展

示
施

設
）

・体
育

館
　

（展
示

、
事

務
所

、
交

流
施

設
）

・校
庭

（駐
車

場
、

植
樹

等
）

・観
察

棟
（4

00
.3

9㎡
）

・特
別

教
室

棟
（1

,3
51

.8
6㎡

）
・体

育
館

（1
,2

20
.1

5㎡
）

・本
校

舎
は

立
入

不
可

・津
波

被
災

地
域

・復
興

祈
念

公
園

近
接

地

別
添
資
料
２

- 
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災
害

等
に

関
す

る
主

な
メ

モ
リ

ア
ル

施
設

の
状

況
（
東

日
本

大
震

災
関

連
）
　

　
令

和
2
年

7
月

末
現

在
※

本
資

料
は

国
、

県
お

よ
び

市
町

村
が

設
置

・
計

画
し

て
い

る
施

設
等

の
う

ち
、

一
部

を
掲

載
し

て
い

る
も

の
で

あ
り

、
全

て
を

網
羅

し
て

い
る

も
の

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

（1
）施

設
名

(2
)所

在
地

(3
)設

置
者

(4
)運

営
者

(5
)完

成
時

期
(6

)目
的

・コ
ン

セ
プ

ト
・機

能
等

(7
)施

設
設

備
(8

)延
床

面
積

(9
)立

地
特

性

■
宮

城
県

旧
大

川
小

学
校

（震
災

遺
構

）
石

巻
市

石
巻

市
未

定
令

和
3年

3月
（予

定
）

校
舎

全
体

を
保

存
す

る
こ

と
と

し
、

周
辺

に
つ

い
て

は
、

慰
霊

・追
悼

の
場

と
し

て
の

環
境

整
備

を
行

う
。

・本
校

舎
等

（震
災

遺
構

）
・広

場
（校

庭
再

現
、

植
樹

等
）

・管
理

棟
（展

示
、

事
務

所
）

・駐
車

場

・管
理

棟
（2

99
.7

0㎡
）

・本
校

舎
等

は
立

入
不

可

・津
波

被
災

地
域

気
仙

沼
市

東
日

本
大

震
災

遺
構

・伝
承

館
気

仙
沼

市
気

仙
沼

市

気
仙

沼
市

・気
仙

沼
市

東
日

本
大

震
災

遺
構

・伝
承

館
管

理
運

営
グ

ル
ー

プ

平
成

31
年

1月
震

災
時

に
は

津
波

が
校

舎
４

階
ま

で
達

し
、

現
在

も
流

さ
れ

た
車

が
建

物
内

に
残

る
。

校
舎

は
震

災
当

時
の

姿
を

で
き

る
限

り
残

す
。

震
災

遺
構

（4
階

ま
で

浸
水

し
た

南
校

舎
の

一
部

や
屋

上
を

見
る

た
め

の
E
V

整
備

等
）、

伝
承

館
（映

像
シ

ア
タ

ー
、

展
示

室
、

講
和

室
、

研
修

室
、

体
験

交
流

ホ
ー

ル
等

）

-
・津

波
被

災
地

域

リ
ア

ス
・ア

ー
ク

美
術

館

写
真

：美
術

館
H

P
よ

り
気

仙
沼

市
宮

城
県

気
仙

沼
・本

吉
地

域
広

域
行

政
事

務
組

合

平
成

25
年

4月
（震

災
展

示
）

（震
災

展
示

）
未

だ
語

ら
れ

て
い

な
い

震
災

の
記

憶
を

引
き

出
す

た
め

の
「呼

び
水

」と
位

置
付

け
。

単
に

資
料

を
見

る
場

と
し

て
で

は
な

く
、

自
分

自
身

の
「震

災
の

記
憶

」を
呼

び
起

こ
し

、
語

り
合

う
場

と
な

る
こ

と
を

期
待

し
て

い
る

。

企
画

展
示

室
（震

災
展

示
）／

ア
ー

ク
ギ

ャ
ラ

リ
ー

／
圏

域
ギ

ャ
ラ

リ
ー

／
シ

ア
タ

ー
／

シ
ョ

ッ
プ

／
レ

ス
ト

ラ
ン

※
震

災
展

示
は

「被
災

現
場

写
真

」
「被

災
物

」「
キ

ー
ワ

ー
ド

パ
ネ

ル
」「

歴
史

資
料

」等
で

構
成

4,
60

1㎡
（う

ち
震

災
展

示
36

5㎡
）

・気
仙

沼
湾

を
見

下
ろ

す
丘

陵
地

名
取

市
震

災
復

興
伝

承
館

名
取

市
名

取
市

名
取

市
観

光
物

産
協

会
（指

定
管

理
者

）
令

和
2年

5月

東
日

本
大

震
災

の
記

憶
や

教
訓

を
後

世
に

伝
承

し
、

震
災

を
風

化
さ

せ
る

こ
と

な
く
、

危
機

意
識

や
防

災
意

識
を

醸
成

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
る

。
展

示
物

や
映

像
で

震
災

当
時

の
様

子
や

復
興

の
記

憶
な

ど
を

学
ぶ

こ
と

は
も

ち
ろ

ん
、

市
民

、
各

種
団

体
関

係
者

、
来

訪
者

の
交

流
を

通
じ

て
震

災
の

記
憶

の
伝

承
や

防
災

教
育

を
行

う
こ

と
で

、
災

害
に

強
い

ま
ち

づ
く
り

を
担

う
人

材
の

育
成

を
支

援
。

・展
示

ス
ペ

ー
ス

・シ
ア

タ
ー

ル
ー

ム
・コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ス

ペ
ー

ス
29

5.
21

 ㎡

・津
波

被
災

地
域

・国
土

交
通

省
の

河
川

防
災

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

敷
地

内
（水

防
倉

庫
を

併
設

し
災

害
時

は
水

防
セ

ン
タ

ー
と

な
る

）

＜
東

松
島

市
東

日
本

大
震

災

　
復

興
祈

念
公

園
内

＞

震
災

復
興

伝
承

館
祈

念
広

場
震

災
遺

構
（
旧

野
蒜

駅
プ

ラ
ッ

ト
ホ

ー
ム

）

東
松

島
市

東
松

島
市

㈱
奥

松
島

公
社

〔事
業

委
託

〕

平
成

28
年

10
月

震
災

に
よ

り
亡

く
な

ら
れ

た
方

へ
の

追
悼

と
鎮

魂
、

震
災

の
記

憶
と

教
訓

を
後

世
に

伝
承

す
る

た
め

、
震

災
遺

構
(J

R
仙

石
線

旧
野

蒜
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
)を

中
心

と
し

て
、

祈
念

公
園

を
整

備
し

、
慰

霊
碑

を
設

置
。

ま
た

、
東

日
本

大
震

災
で

被
災

し
た

J
R

仙
石

線
の

旧
野

蒜
駅

舎
を

改
装

整
備

し
た

震
災

復
興

伝
承

館
で

は
、

震
災

当
時

の
様

子
や

復
興

の
過

程
を

展
示

。

祈
念

広
場

／
震

災
遺

構
／

震
災

復
興

伝
承

館
※

伝
承

館
の

機
能

1階
　

施
設

内
及

び
周

辺
地

域
の

イ
ン

フ
ォ

メ
ー

シ
ョ

ン
コ

ー
ナ

ー
2階

　
展

示
ス

ペ
ー

ス
（東

松
島

市
の

被
害

状
況

や
復

旧
、

復
興

過
程

の
記

録
写

真
パ

ネ
ル

展
示

　
、

震
災

ア
ー

カ
イ

ブ
映

像
の

上
映

震
災

復
興

伝
承

館
　

80
3㎡

・津
波

被
災

地
域

・旧
野

蒜
駅

舎
活

用

震
災

遺
構

旧
中

浜
小

学
校

写
真

：山
元

町
H

P
よ

り
山

元
町

山
元

町
未

定
令

和
2年

度
中

津
波

に
よ

る
甚

大
な

被
害

や
避

難
の

状
況

な
ど

を
伝

承
し

、
東

日
本

大
震

災
の

風
化

防
止

と
防

災
意

識
の

向
上

を
目

的
と

す
る

。
計

画
中

-
・津

波
被

災
地

域

- 
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災
害

等
に

関
す

る
主

な
メ

モ
リ

ア
ル

施
設

の
状

況
（
東

日
本

大
震

災
関

連
）
　

　
令

和
2
年

7
月

末
現

在
※

本
資

料
は

国
、

県
お

よ
び

市
町

村
が

設
置

・
計

画
し

て
い

る
施

設
等

の
う

ち
、

一
部

を
掲

載
し

て
い

る
も

の
で

あ
り

、
全

て
を

網
羅

し
て

い
る

も
の

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

（1
）施

設
名

(2
)所

在
地

(3
)設

置
者

(4
)運

営
者

(5
)完

成
時

期
(6

)目
的

・コ
ン

セ
プ

ト
・機

能
等

(7
)施

設
設

備
(8

)延
床

面
積

(9
)立

地
特

性

■
宮

城
県

震
災

遺
構

　
旧

女
川

交
番

写
真

提
供

：
女

川
町

女
川

町
女

川
町

―
令

和
2年

2月

東
日

本
大

震
災

の
被

害
に

つ
い

て
後

世
に

伝
え

る
、

と
い

う
の

は
も

ち
ろ

ん
の

こ
と

、
あ

え
て

マ
イ

ナ
ス

の
イ

メ
ー

ジ
で

は
な

く
、

い
ず

れ
の

時
代

も
大

き
な

苦
労

が
あ

っ
て

ま
ち

づ
く
り

が
行

わ
れ

て
き

た
、

と
い

う
「復

興
」に

対
す

る
メ

ッ
セ

ー
ジ

の
発

信
を

大
事

に
し

て
い

る
。

・遺
構

解
説

版
・見

学
用

通
路

（ス
ロ

ー
プ

）
・震

災
か

ら
現

在
ま

で
の

町
の

動
き

紹
介

パ
ネ

ル
展

示

-
・津

波
被

災
地

域

■
福

島
県

福
島

県
復

興
祈

念
公

園

図
：
復

興
祈

念
公

園
施

設
配

置
計

画
よ

り

双
葉

町
浪

江
町

国 福
島

県
未

定
未

定

東
日

本
大

震
災

に
よ

る
犠

牲
者

へ
の

追
悼

と
鎮

魂
を

は
じ

め
、

震
災

の
記

憶
と

教
訓

を
後

世
へ

伝
承

す
る

と
と

も
に

、
国

内
外

に
向

け
た

復
興

に
対

す
る

強
い

意
志

を
発

信
す

る
こ

と
を

目
的

に
整

備
す

る
。

位
置

は
双

葉
・浪

江
両

町
に

ま
た

が
る

エ
リ

ア
（中

野
・

両
竹

地
区

）。

園
内

に
は

国
営

追
悼

・祈
念

施
設

（国
整

備
）の

ほ
か

、
隣

接
す

る
伝

承
館

と
一

体
と

な
っ

て
伝

承
機

能
を

発
揮

し
て

い
く
た

め
の

「ト
レ

イ
ル

（園
路

）」
の

整
備

や
震

災
の

記
憶

を
伝

え
る

た
め

、
「集

落
跡

」の
保

全
等

を
予

定
し

て
い

る
。

-
・津

波
被

災
地

域

＜
福

島
県

に
お

け
る

復
興

祈
念

公
園

に
隣

接
＞

東
日

本
大

震
災

・原
子

力
災

害
伝

承
館

双
葉

町
福

島
県

公
益

財
団

法
人

福
島

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
・

コ
ー

ス
ト

構
想

推
進

機
構

令
和

2年
9月

未
曾

有
の

複
合

災
害

の
記

録
と

教
訓

を
国

や
世

代
を

超
え

て
継

承
・発

信
す

る
。

【基
本

理
念

】
①

未
来

へ
の

継
承

・世
界

と
の

共
有

、
②

防
災

・減
災

、
③

復
興

の
加

速
化

へ
の

寄
与

【主
要

事
業

】
①

収
集

・保
存

、
②

調
査

・研
究

、
③

展
示

・プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

④
研

修

・展
示

エ
リ

ア
（1

,7
00

㎡
）

・研
修

室
（最

大
12

0名
）

・収
蔵

庫
な

ど

約
5,

20
0㎡

（地
上

3階
建

）

・津
波

被
災

地
域

・旧
避

難
指

示
解

除
準

備
区

域
（令

和
2年

3月
4日

解
除

）

■
岩

手
県

高
田

松
原

津
波

復
興

祈
念

公
園

図
：第

3回
有

識
者

委
員

会
資

料
よ

り

陸
前

高
田

市

国 岩
手

県
陸

前
高

田
市

未
定

令
和

3年
度

当
初

の
全

面
供

用
（予

定
）

基
本

理
念

を
「奇

跡
の

一
本

松
が

残
っ

た
こ

の
場

所
で

犠
牲

者
へ

の
追

悼
と

鎮
魂

の
思

い
と

と
も

に
　

震
災

の
教

訓
と

そ
こ

か
ら

の
復

興
の

姿
を

　
高

田
松

原
の

再
生

と
重

ね
合

わ
せ

未
来

に
伝

え
て

い
く
」と

設
定

。

公
園

内
に

は
、

国
営

追
悼

・祈
念

施
設

、
重

点
道

の
駅

「高
田

松
原

」（
東

日
本

大
震

災
津

波
伝

承
館

、
地

域
振

興
施

設
を

含
む

）、
運

動
施

設
（高

田
松

原
公

園
災

害
復

旧
）、

奇
跡

の
一

本
松

・タ
ピ

ッ
ク

45
・気

仙
中

学
校

等
の

遺
構

が
含

ま
れ

る
。

－
・津

波
被

災
地

域

＜
高

田
松

原
津

波
復

興
祈

念
公

園
内

＞

東
日

本
大

震
災

津
波

伝
承

館

写
真

提
供

：
東

日
本

大
震

災
津

波
伝

承
館

陸
前

高
田

市
岩

手
県

岩
手

県
〔直

営
〕

令
和

元
年

9月

・東
日

本
大

震
災

津
波

の
事

実
と

教
訓

の
世

界
そ

し
て

未
来

へ
の

伝
承

・復
興

に
立

ち
上

が
る

姿
と

感
謝

の
発

信
・三

陸
沿

岸
地

域
へ

の
ゲ

ー
ト

ウ
ェ

イ
機

能
を

有
す

る
施

設
と

し
て

整
備

・屋
外

の
震

災
遺

構
等

を
震

災
被

害
の

実
物

展
示

と
し

て
活

用

常
設

展
示

（エ
ン

ト
ラ

ン
ス

、
ゾ

ー
ン

1
～

４
）

※
エ

ン
ト

ラ
ン

ス
及

び
ゾ

ー
ン

４
は

公
園

内
の

他
施

設
と

の
共

用
※

道
の

駅
に

隣
接

展
示

面
積

1,
15

5
㎡

・津
波

被
災

地
域

- 
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災
害

等
に

関
す

る
主

な
メ

モ
リ

ア
ル

施
設

の
状

況
（
他

の
災

害
等

）
　

　
令

和
2
年

7
月

末
現

在
※

本
資

料
は

他
の

災
害

等
に

関
す

る
施

設
等

の
う

ち
、

一
部

を
掲

載
し

て
い

る
も

の
で

あ
り

、
全

て
を

網
羅

し
て

い
る

も
の

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

施
設

概
要

(1
)施

設
名

(2
)所

在
地

(3
)設

置
者

(4
)運

営
者

(5
)目

的
・
コ

ン
セ

プ
ト

・
機

能
等

(6
)施

設
設

備
(7

)入
館

料
(8

)延
床

面
積

(9
)立

地
特

性

＜
自

然
災

害
を

扱
う

展
示

施
設

＞

■
雲

仙
普

賢
岳

噴
火

（
平

成
2
～

8
年

）

雲
仙

岳
災

害
記

念
館

が
ま

だ
す

ド
ー

ム
　

(平
成

1
4
年

開
館

)

写
真

：
施

設
H

P
よ

り

島
原

市
長

崎
県

指
定

管
理

：
公

益
財

団
法

人
雲

仙
岳

災
害

記
念

財
団

雲
仙

・
普

賢
岳

噴
火

災
害

の
後

世
へ

伝
承

及
び

火
山

関
係

資
源

の
活

用
を

図
る

。

常
設

展
示

／
シ

ア
タ

ー
／

こ
ど

も
ジ

オ
パ

ー
ク

／
ワ

ン
ダ

ー
ラ

ボ
／

ジ
オ

パ
ー

ク
情

報
ス

ペ
ー

ス
／

シ
ョ

ッ
プ

／
カ

フ
ェ

／
屋

外
メ

モ
リ

ア
ル

ガ
ー

デ
ン

な
ど

大
人

1
,0

5
0
円

中
高

生
7
4
0
円

小
学

生
5
3
0
円

5
,9

0
4
㎡

噴
火

土
砂

で
埋

立
て

た
土

地

・
令

和
元

年
度

　
来

館
者

数
　

約
2
0
万

3
千

人
（
う

ち
有

料
約

1
6
万

9
千

人
、

無
料

約
3
万

4
千

人
）

・
展

示
は

、
伝

承
ゾ

ー
ン

（
火

山
災

害
の

実
態

と
そ

の
脅

威
、

ま
た

復
興

の
姿

や
火

山
が

も
た

ら
す

恵
み

に
つ

い
て

学
ぶ

ゾ
ー

ン
）
、

学
習

ゾ
ー

ン
（
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
よ

っ
て

、
火

山
や

防
災

を
幅

広
く
学

べ
る

ゾ
ー

ン
）
に

分
か

れ
て

い
る

。

旧
大

野
木

場
小

学
校

被
災

校
舎

　
(平

成
1
1
年

開
館

)

南
島

原
市

国
、

南
島

原
市

（
旧

深
江

町
）

土
地

・
建

物
の

所
管

は
国

。
施

設
維

持
管

理
は

南
島

原
市

で
所

管
。

大
火

砕
流

に
よ

り
全

焼
し

た
小

学
校

。
人

的
被

害
は

な
か

っ
た

も
の

の
、

災
害

の
驚

異
と

自
然

災
害

の
す

ざ
ま

し
さ

を
継

承
す

る
火

砕
流

遺
構

と
し

て
保

存
し

て
い

る
。

校
舎

（
フ

ェ
ン

ス
越

し
に

見
学

）
※

隣
接

す
る

国
土

交
通

省
所

管
「
大

野
木

場
砂

防
み

ら
い

館
」
内

に
、

パ
ネ

ル
展

示
、

映
像

上
映

等
を

行
っ

て
い

る
。

）

無
料

　
－

雲
仙

普
賢

岳
の

裾
野

・
令

和
元

年
度

　
来

館
者

数
　

2
3
,8

2
7
人

 ※
大

野
木

場
砂

防
み

ら
い

館
実

績

■
阪

神
・
淡

路
大

震
災

（
平

成
7
年

1
月

1
7
日

）

阪
神

・淡
路

大
震

災
記

念
人

と
防

災
未

来
セ

ン
タ

ー
　

(西
館

平
成

1
4
年

4
月

／
東

館
平

成
1
5
年

4
月

開
館

)

写
真

：
施

設
よ

り
提

供

神
戸

市
兵

庫
県

指
定

管
理

：
公

益
財

団
法

人
ひ

ょ
う

ご
震

災
記

念
2
1

世
紀

研
究

機
構

阪
神

・
淡

路
大

震
災

の
経

験
と

防
災

の
重

要
性

等
の

後
世

へ
の

継
承

及
び

防
災

に
関

す
る

知
識

・
技

術
の

普
及

を
図

る
。

震
災

追
体

験
フ

ロ
ア

／
震

災
の

記
憶

フ
ロ

ア
／

防
災

減
災

体
験

フ
ロ

ア
／

こ
こ

ろ
の

シ
ア

タ
ー

／
ガ

イ
ダ

ン
ス

ル
ー

ム
／

資
料

室
／

レ
ス

ト
ラ

ン
／

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

シ
ョ

ッ
プ

な
ど

大
人

6
0
0
円

小
中

学
・
高

校
生

無
料

1
8
,7

5
5
㎡

神
戸

東
部

新
都

心
（
H

A
T
(H

ap
py

A
c
ti
ve

 T
o
w

n
))

製
鉄

所
跡

地
を

震
災

復
興

の
モ

デ
ル

地
区

と
し

て
整

備

・
令

和
元

年
度

　
来

館
者

数
　

約
4
7
万

人
(新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

防
止

の
た

め
、

令
和

2
年

3
月

3
日

～
5
月

3
1
日

ま
で

休
館

)
・
令

和
2
年

7
月

～
令

和
3
年

3
月

、
東

館
3
階

展
示

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

工
事

中

北
淡

震
災

記
念

公
園

野
島

断
層

保
存

館
　

(平
成

1
0
年

4
月

開
館

)

写
真

：
施

設
よ

り
提

供

淡
路

市
旧

北
淡

町
（
現

淡
路

市
）

株
式

会
社

ほ
く
だ

ん
（
第

３
セ

ク
タ

ー
）

兵
庫

南
部

地
震

で
出

現
し

た
野

島
断

層
を

あ
り

の
ま

ま
に

保
存

し
、

地
震

の
凄

ま
じ

さ
・
脅

威
と

地
震

へ
の

備
え

の
大

切
さ

を
伝

え
る

。

断
層

保
存

館
／

震
災

体
験

館
／

被
災

家
屋

／
活

断
層

ラ
ボ

／
セ

ミ
ナ

ー
ハ

ウ
ス

／
レ

ス
ト

ラ
ン

・
物

産
館

／
モ

ニ
ュ

メ
ン

ト

大
人

7
3
0
円

中
高

生
3
1
0
円

小
学

生
2
6
0
円

2
,8

1
5
㎡

(断
層

保
存

館
）

野
島

断
層

上
・
令

和
元

年
度

　
来

館
者

数
　

1
2
2
,5

8
3
人

■
中

越
地

震
（
平

成
1
6
年

1
0
月

2
3
日

）

長
岡

震
災

ア
ー

カ
イ

ブ
セ

ン
タ

ー
き

お
く
み

ら
い

　
(平

成
2
3
年

1
0
月

開
館

)

写
真

：
施

設
H

P
よ

り

長
岡

市

公
益

社
団

法
人

中
越

防
災

安
全

推
進

機
構

長
岡

市
か

ら
の

委
託

：
公

益
社

団
法

人
中

越
防

災
安

全
推

進
機

構

中
越

地
震

の
教

訓
や

知
見

を
蓄

積
・

発
信

す
る

ア
ー

カ
イ

ブ
拠

点
被

災
地

航
空

写
真

／
シ

ア
タ

ー
／

多
目

的
ホ

ー
ル

／
図

書
コ

ー
ナ

ー
無

料
7
0
0
㎡

長
岡

駅
前

・
令

和
元

年
度

　
来

館
者

数
　

1
2
,4

8
8
人

お
ぢ

や
震

災
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
そ

な
え

館
　

(平
成

2
3
年

1
0
月

開
館

)

写
真

：
施

設
H

P
よ

り

小
千

谷
市

公
益

社
団

法
人

中
越

防
災

安
全

推
進

機
構

小
千

谷
市

（
直

営
）
、

一
部

（
一

財
）
小

千
谷

市
産

業
開

発
セ

ン
タ

ー
へ

の
運

営
委

託

震
災

体
験

の
伝

承
と

防
災

学
習

研
修

施
設

3
D

×
4
D

発
災

シ
ア

タ
ー

／
被

災
～

避
難

～
復

旧
・
復

興
～

防
災

学
習

ゾ
ー

ン
／

地
震

動
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
―

／
防

災
レ

ク
チ

ャ
ー

ル
ー

ム
A

～
D

／
当

時
の

仮
設

住
宅

移
築

展
示

無
料

（
体

験
は

有
料

の
場

合
あ

り
）

9
2
9
㎡

（
平

成
2
9
年

拡
張

）

小
千

谷
市

内
（
駅

か
ら

車
で

1
0

分
）

・
令

和
元

年
度

　
来

館
者

数
　

1
9
,1

3
8
人

・
地

震
発

生
か

ら
部

屋
ご

と
に

時
系

列
（
被

災
～

避
難

～
復

旧
/
復

興
）
で

示
す

展
示

構
成

川
口

き
ず

な
館

　
（
平

成
2
3
年

1
0
月

開
館

）

写
真

：
施

設
H

P
よ

り

長
岡

市
川

口
（
旧

川
口

町
）

公
益

社
団

法
人

中
越

防
災

安
全

推
進

機
構

長
岡

市
か

ら
の

委
託

：
特

定
非

営
利

法
人

く
ら

し
サ

ポ
ー

ト
越

後
川

口

震
災

で
気

付
い

た
人

と
人

の
「
き

ず
な

」
を

伝
え

る
拠

点

絆
カ

ウ
ン

タ
ー

／
復

興
の

あ
ゆ

み
（
年

表
）
／

展
望

テ
ラ

ス
※

町
民

の
震

災
体

験
談

を
テ

ー
ブ

ル
上

の
ip

ad
で

閲
覧

可
能

無
料

1
5
0
㎡

・
町

（
当

時
）
所

有
ゴ

ル
フ

場
セ

ン
タ

ー
ハ

ウ
ス

を
改

修 ・
川

口
運

動
公

園
内

・
令

和
元

年
度

　
来

館
者

数
　

7
,1

9
0
人

・
交

流
拠

点
を

機
能

の
メ

イ
ン

と
し

て
い

る
。

や
ま

こ
し

復
興

交
流

館
お

ら
た

る
　

(平
成

2
5
年

1
0
月

開
館

)

写
真

：
施

設
よ

り
提

供

長
岡

市
（
旧

山
古

志
村

）

公
益

社
団

法
人

中
越

防
災

安
全

推
進

機
構

長
岡

市
か

ら
の

委
託

：
N

P
O

法
人

中
越

防
災

フ
ロ

ン
テ

ィ
ア

震
災

か
ら

再
生

し
た

山
の

暮
ら

し
（
文

化
・
生

業
）
の

伝
承

、
地

域
経

営
拠

点

展
示

ス
ペ

ー
ス

／
地

形
模

型
シ

ア
タ

ー
／

仮
設

集
会

所
の

再
現

／
大

ホ
ー

ル
／

交
流

ス
ペ

ー
ス

無
料

約
1
,1

0
0
㎡

旧
山

古
志

会
館

を
改

修
（
長

岡
市

山
古

志
支

所
隣

）

・
平

成
2
9
年

度
　

来
館

者
数

　
3
9
,0

7
4
人

・
平

成
3
0
年

1
2
月

～
平

成
3
1
年

3
月

　
展

示
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
工

事
（
完

了
）

備
考

- 
27
 -



災
害

等
に

関
す

る
主

な
メ

モ
リ

ア
ル

施
設

の
状

況
（
他

の
災

害
等

）
　

　
令

和
2
年

7
月

末
現

在
※

本
資

料
は

他
の

災
害

等
に

関
す

る
施

設
等

の
う

ち
、

一
部

を
掲

載
し

て
い

る
も

の
で

あ
り

、
全

て
を

網
羅

し
て

い
る

も
の

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

施
設

概
要

(1
)施

設
名

(2
)所

在
地

(3
)設

置
者

(4
)運

営
者

(5
)目

的
・
コ

ン
セ

プ
ト

・
機

能
等

(6
)施

設
設

備
(7

)入
館

料
(8

)延
床

面
積

(9
)立

地
特

性
備

考

■
中

越
沖

地
震

（
平

成
1
9
年

7
月

1
6
日

）

か
し

わ
ざ

き
市

民
活

動
セ

ン
タ

ー
中

越
沖

地
震

メ
モ

リ
ア

ル

ま
ち

か
ら

　
(平

成
2
7
年

1
1
月

開
館

)

写
真

：
施

設
よ

り
提

供

柏
崎

市
柏

崎
市

公
益

社
団

法
人

中
越

防
災

安
全

推
進

機
構

柏
崎

の
「
歴

史
・
文

化
」
「
市

民
力

」
を

育
て

、
 震

災
の

教
訓

を
継

承
す

る

交
流

活
動

ル
ー

ム
／

私
た

ち
の

ま
ち

づ
く
り

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

／
中

越
沖

地
震

情
報

ル
ー

ム
／

中
越

沖
地

震
地

下
シ

ア
タ

ー

無
料

約
1
,2

0
0
㎡

（
う

ち
1
2
3
㎡

が
メ

モ
リ

ア
ル

施
設

専
用

ス
ペ

ー ス
）

国
登

録
有

形
文

化
財

の
旧

公
会

堂
を

改
修

・
令

和
元

年
度

　
来

館
者

数
　

2
9
,4

1
2
人

・
市

民
活

動
サ

ポ
ー

ト
施

設
と

の
併

設

■
熊

本
地

震
（
平

成
2
8
年

4
月

）

熊
本

地
震

震
災

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

（
回

廊
型

フ
ィ

ー
ル

ド
　

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

構
想

）

図
：熊

本
県

提
供

熊
本

県
－

－

平
成

2
8
年

熊
本

地
震

を
経

験
し

て
得

ら
れ

た
教

訓
等

を
後

世
に

伝
え

る
た

め
、

地
震

断
層

や
被

災
建

物
等

の
「
震

災
遺

構
」
と

、
熊

本
地

震
を

伝
え

る
「
拠

点
」
等

を
広

域
的

に
巡

る
「
回

廊
形

式
」

の
フ

ィ
ー

ル
ド

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

を
目

指
す

・
県

が
広

域
的

な
視

点
か

ら
整

備
す

る
「
中

核
拠

点
」
（
県

防
災

セ
ン

タ
ー

、
旧

東
海

大
学

阿
蘇

キ
ャ

ン
パ

ス
）
と

市
町

村
が

そ
れ

ぞ
れ

の
視

点
か

ら
情

報
を

発
信

す
る

た
め

に
整

備
す

る
「
地

域
の

拠
点

」
な

ど
・
震

災
遺

構
等

（
有

形
、

無
形

）

＜
戦

争
・
テ

ロ
・
そ

の
他

複
合

事
項

を
扱

う
展

示
施

設
＞

■
関

東
大

震
災

（
大

正
1
2
年

）
・
東

京
空

襲
（
昭

和
2
0
年

）

東
京

都
立

横
網

町
公

園
復

興
記

念
館

　
(S

6
開

館
)

東
京

都
東

京
都

公
益

財
団

法
人

東
京

都
慰

霊
協

会

復
興

記
念

館
は

、
関

東
大

震
災

の
惨

禍
を

永
く
後

世
に

伝
え

、
ま

た
官

民
協

力
し

て
焦

土
と

化
し

た
東

京
を

復
興

さ
せ

た
当

時
の

大
事

業
を

永
久

に
記

念
す

る
た

め
、

犠
牲

者
の

遺
骨

を
祀

る
東

京
都

慰
霊

堂
の

付
帯

施
設

と
し

て
建

設
。

1
F
関

東
大

震
災

展
示

2
F
関

東
大

震
災

展
示

＋
東

京
空

襲
展

示 昭
和

2
6
年

に
東

京
空

襲
の

遺
骨

も
慰

霊
堂

に
合

祀
し

た
た

め
、

空
襲

関
係

も
展

示
す

る
よ

う
に

な
っ

た
。

（
い

ず
れ

も
パ

ネ
ル

・
遺

物
・
当

時
の

資
料

な
ど

）

無
料

1
,1

7
7
㎡

関
東

大
震

災
時

約
3
万

8
千

人
の

避
難

民
が

焼
死

し
た

場
所

（
陸

軍
被

服
廠

跡
地

）

・
令

和
元

年
度

の
入

館
者

数
　

3
1
,0

8
8
人

・
平

成
2
9
年

1
0
月

～
平

成
3
1
年

3
月

 改
修

工
事

（
耐

震
、

設
備

等
）

・
令

和
元

年
8
月

～
令

和
2
年

8
月

　
外

装
改

修
工

事
（
屋

根
、

外
壁

等
）

■
広

島
市

へ
の

原
爆

投
下

（
昭

和
2
0
年

8
月

6
日

）

広
島

平
和

記
念

資
料

館
　

(本
館

　
昭

和
3
0
年

開
館

／
　

 東
館

　
平

成
6
年

開
館

）

写
真

：
施

設
よ

り
提

供

広
島

市
広

島
市

公
益

財
団

法
人

広
島

平
和

文
化

セ
ン

タ
ー

被
爆

者
の

遺
品

や
被

爆
の

惨
状

を
示

す
写

真
や

資
料

を
収

集
・
展

示
す

る
と

と
も

に
、

広
島

の
被

爆
前

後
の

歩
み

や
核

時
代

の
状

況
な

ど
に

つ
い

て
紹

介
し

て
い

ま
す

。

・
本

館
／

2
F
常

設
展

示
、

ギ
ャ

ラ
リ

ー
・
東

館
／

2
-
3
F
（
常

設
展

示
、

被
爆

者
証

言
ビ

デ
オ

コ
ー

ナ
ー

等
）

1
F
（
シ

ョ
ッ

プ
、

企
画

展
示

室
、

情
報

コ
ー

ナ
ー

、
ビ

デ
オ

シ
ア

タ
ー

、
公

園
休

憩
所

・
売

店
等

）
B

1
F
（
特

別
展

示
室

、
情

報
資

料
室

、
メ

モ
リ

ア
ル

ホ
ー

ル
、

会
議

室
）

大
人

2
0
0
円

高
校

生
1
0
0
円

本
館

1
,6

1
5

㎡
／

東
館

1
0
,3

6
0
㎡

原
爆

爆
心

地
付

近

・
令

和
元

年
度

　
来

館
者

数
　

約
1
7
6
万

人
・
平

成
3
1
年

4
月

2
5
日

に
全

館
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
オ

ー
プ

ン
。

■
長

崎
市

へ
の

原
爆

投
下

（
昭

和
2
0
年

8
月

9
日

）

長
崎

原
爆

資
料

館
　

(平
成

8
年

開
館

）

写
真

：
施

設
H

P
よ

り

長
崎

市
長

崎
市

長
崎

平
和

施
設

管
理

グ
ル

ー
プ

被
爆

の
惨

状
を

示
す

資
料

を
保

存
・
展

示
す

る
と

と
も

に
、

原
爆

が
投

下
さ

れ
る

に
至

っ
た

経
過

や
核

兵
器

開
発

の
歴

史
な

ど
を

展
示

。

1
F
（
図

書
室

、
ビ

デ
オ

コ
ー

ナ
ー

）
B

1
F
（
平

和
学

習
室

、
シ

ョ
ッ

プ
、

喫
茶

）
B

2
F
（
常

設
展

、
企

画
展

、
収

蔵
室

）

大
人

2
0
0
円

小
中

高
生

1
0
0
円

7
,9

5
0
㎡

原
爆

爆
心

地
付

近

・
令

和
元

年
度

　
来

館
者

数
　

6
9
2
,6

4
7
人

・
令

和
元

年
度

9
月

か
ら

施
設

の
維

持
管

理
に

係
る

部
分

の
み

指
定

管
理

者
制

度
導

入
（
事

業
な

ど
ソ

フ
ト

面
は

直
営

）
。

国
指

定
史

跡
長

崎
原

爆
遺

跡
旧

城
山

国
民

学
校

校
舎

　
(平

成
1
1
年

開
館

)

長
崎

市
長

崎
市

指
定

管
理

：
城

山
小

学
校

被
爆

校
舎

平
和

発
信

協
議

会

被
爆

し
た

校
舎

の
一

部
を

保
存

し
、

内
部

を
一

般
公

開
し

て
い

る
。

平
成

2
5
年

に
「
長

崎
原

爆
遺

跡
旧

城
山

国
民

学
校

校
舎

」
と

し
て

国
の

文
化

財
に

登
録

さ
れ

、
平

成
2
8
年

に
「
長

崎
原

爆
遺

跡
」
と

し
て

国
の

史
跡

に
指

定
さ

れ
た

。

１
・
2
階

展
示

ス
ペ

ー
ス

（
被

爆
の

惨
状

を
示

す
焼

け
焦

げ
た

木
煉

瓦
、

授
業

を
再

開
し

た
当

時
の

様
子

を
描

い
た

ス
ケ

ッ
チ

等
を

展
示

）
3
階

は
立

ち
入

り
不

可

無
料

4
8
4
㎡

被
爆

当
時

の
場

所
に

現
存

・
令

和
元

年
度

　
来

館
者

数
　

2
8
,0

8
0
人

・
平

成
2
9
年

度
か

ら
指

定
管

理
者

制
度

導
入

・
旧

城
山

国
民

学
校

は
、

爆
心

地
の

西
約

5
0
0
ｍ

に
位

置
し

、
被

爆
し

た
校

舎
の

階
段

棟
部

分
が

、
現

在
も

長
崎

市
立

城
山

小
学

校
の

敷
地

内
に

現
存

し
て

い
る

。
城

山
小

学
校

児
童

の
発

案
と

慰
霊

会
等

の
働

き
か

け
に

よ
り

、
平

成
1
1
年

に
内

部
の

一
般

公
開

を
開

始
し

た
。

・
令

和
元

年
9
月

に
「
熊

本
地

震
震

災
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
基

本
計

画
」
を

策
定

し
、

広
範

囲
に

出
現

し
た

震
災

遺
構

（
5
8
件

）
や

熊
本

県
が

整
備

す
る

中
核

拠
点

、
関

係
８

市
町

村
が

そ
れ

ぞ
れ

の
視

点
か

ら
整

備
す

る
地

域
の

拠
点

等
と

と
も

に
観

光
地

や
観

光
施

設
と

い
っ

た
熊

本
地

震
の

爪
痕

を
遺

す
も

の
を

つ
な

ぎ
巡

る
回

廊
型

の
フ

ィ
ー

ル
ド

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

を
実

現
す

る
た

め
、

現
在

取
組

を
進

め
て

い
る

・
令

和
2
年

3
月

か
ら

県
中

核
拠

点
（
旧

東
海

大
学

阿
蘇

キ
ャ

ン
パ

ス
）
に

整
備

す
る

体
験

・
展

示
施

設
の

基
本

設
計

を
開

始
。

令
和

5
年

度
中

の
オ

ー
プ

ン
を

予
定

・
令

和
2
年

3
月

に
震

災
遺

構
（
旧

東
海

大
学

阿
蘇

校
舎

１
号

館
及

び
地

表
地

震
断

層
）
の

保
存

工
事

が
完

了
し

、
同

年
8
月

1
日

か
ら

一
般

公
開

- 
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 -



災
害

等
に

関
す

る
主

な
メ

モ
リ

ア
ル

施
設

の
状

況
（
他

の
災

害
等

）
　

　
令

和
2
年

7
月

末
現

在
※

本
資

料
は

他
の

災
害

等
に

関
す

る
施

設
等

の
う

ち
、

一
部

を
掲

載
し

て
い

る
も

の
で

あ
り

、
全

て
を

網
羅

し
て

い
る

も
の

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

施
設

概
要

(1
)施

設
名

(2
)所

在
地

(3
)設

置
者

(4
)運

営
者

(5
)目

的
・
コ

ン
セ

プ
ト

・
機

能
等

(6
)施

設
設

備
(7

)入
館

料
(8

)延
床

面
積

(9
)立

地
特

性
備

考

■
ホ

ロ
コ

ー
ス

ト

ワ
シ

ン
ト

ン
・ホ

ロ
コ

ー
ス

ト
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
　

(1
9
9
3
年

開
館

)

ア
メ

リ
カ

合
衆

国
ワ

シ
ン

ト
ン

D
.C

.

連
邦

政
府

―

ナ
チ

ス
・
ド

イ
ツ

に
よ

る
ホ

ロ
コ

ー
ス

ト
に

つ
い

て
の

博
物

館
。

資
料

と
映

像
、

収
容

所
の

人
々

が
着

て
い

た
服

、
内

部
の

悲
惨

な
生

活
の

フ
ィ

ル
ム

な
ど

の
映

像
も

あ
る

。

常
設

展
示

／
企

画
展

示
ス

ペ
ー

ス
／

シ
ョ

ッ
プ

／
カ

フ
ェ

な
ど

無
料

―

記
念

碑
・
博

物
館

群
が

集
中

す
る

ナ
シ

ョ
ナ

ル
モ

ー
ル

隣
接

・
展

示
室

入
口

で
ホ

ロ
コ

ー
ス

ト
犠

牲
者

の
ID

カ
ー

ド
が

渡
さ

れ
る

。
ど

こ
で

生
ま

れ
、

ど
う

育
ち

、
そ

し
て

亡
く
な

っ
た

の
か

生
き

残
っ

た
の

か
を

、
一

人
の

人
の

ス
ト

ー
リ

ー
を

手
に

取
り

な
が

ら
、

展
示

を
見

て
い

く
形

。

虐
殺

さ
れ

た
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

の
ユ

ダ
ヤ

人
の

た
め

の
記

念
碑

・
石

碑
の

広
場

お
よ

び
情

報
の

場
　 (2

0
0
5
年

開
館

)

ド
イ

ツ
連

邦
共

和
国

・
ベ

ル
リ

ン
州

連
邦

政
府

財
団

ホ
ロ

コ
ー

ス
ト

に
よ

り
殺

害
さ

れ
た

ユ
ダ

ヤ
人

犠
牲

者
の

た
め

の
記

念
碑

。
記

念
碑

地
下

に
は

展
示

室
「
情

報
の

場
」

が
あ

る
。

・
地

上
：
石

碑
広

場
・
地

下
：
情

報
の

場
〔
展

示
（
⓪

概
観

、
①

個
人

の
日

記
・
手

紙
、

②
1
5
の

家
族

の
空

間
、

③
名

前
の

空
間

、
④

2
2
0
の

場
所

の
空

間
）
／

情
報

閲
覧

（
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

各
地

の
記

念
施

設
の

ポ
ー

タ
ル

、
生

存
者

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
等

）
／

シ
ョ

ッ
プ

〕

無
料

―

ブ
ラ

ン
デ

ン
ブ

ル
ク

門
に

近
接

（
ベ

ル
リ

ン
市

街
中

心
地

）

・
記

念
碑

は
、

約
1
万

9
0
0
0
㎡

の
敷

地
に

コ
ン

ク
リ

ー
ト

製
の

石
碑

2
,7

1
0
基

が
グ

リ
ッ

ド
状

に
並

ぶ
広

場
と

、
そ

の
地

下
部

に
位

置
す

る
「
情

報
の

場
」
で

構
成

。
・
記

念
碑

は
、

虐
殺

さ
れ

た
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

の
ユ

ダ
ヤ

人
記

念
碑

基
金

に
よ

り
運

営
さ

れ
て

い
る

・
財

団
は

、
隣

接
公

園
敷

地
内

に
設

置
さ

れ
て

い
る

、
ホ

ロ
コ

ー
ス

ト
で

犠
牲

と
な

っ
た

同
性

愛
者

お
よ

び
の

シ
ン

テ
ィ

・
ロ

マ
の

記
念

碑
に

つ
い

て
も

管
轄

し
て

い
る

。
※

参
考

文
献

：
　

施
設

H
P

（
h
tt

ps
:/

/
w

w
w

.s
ti
ft

u
n
g-

de
n
km

al
.d

e
/
）
、

施
設

日
本

語
版

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

■
米

国
同

時
多

発
テ

ロ

9/
11

メ
モ

リ
ア

ル
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
　

(2
0
1
4
年

5
月

開
館

)

ア
メ

リ
カ

合
衆

国
ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
州

連
邦

政
府

・
ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
州

民
間

非
営

利
組

織

1
9
9
3
年

2
月

2
6
日

お
よ

び
2
0
0
1
年

9
月

1
1
日

に
発

生
し

た
テ

ロ
の

犠
牲

者
を

記
憶

に
と

ど
め

、
追

悼
し

、
多

大
な

犠
牲

者
が

出
た

こ
の

地
を

神
聖

な
る

場
所

と
し

て
尊

厳
を

保
つ

こ
と

を
目

的
に

開
設

。

常
設

展
示

／
企

画
展

示
／

証
言

レ
コ

ー
デ

ィ
ン

グ
ブ

ー
ス

／
講

堂
／

シ
ョ

ッ
プ

／
カ

フ
ェ

な
ど

$
2
4

―
ワ

ー
ル

ド
ト

レ
ー

ド
セ

ン
タ

ー
跡

地

・
ワ

ー
ル

ド
ト

レ
ー

ド
セ

ン
タ

ー
　

ツ
イ

ン
タ

ワ
ー

跡
地

地
下

部
分

が
、

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

用
地

と
な

っ
て

い
る

〔
ツ

イ
ン

タ
ワ

ー
跡

地
の

地
上

部
分

は
メ

モ
リ

ア
ル

（
2

つ
の

プ
ー

ル
）
が

配
置

さ
れ

、
犠

牲
者

の
名

前
が

刻
ま

れ
て

い
る

〕

■
そ

の
他

（
音

や
銘

板
等

、
様

々
な

形
の

伝
え

方
例

）

ク
ラ

ク
フ

中
央

広
場

　
聖

マ
リ

ア
教

会
ラ

ッ
パ

の
音

ポ
ー

ラ
ン

ド
共

和
国

・
ク

ラ
ク

フ

―
―

中
世

時
代

に
ラ

ッ
パ

吹
き

が
タ

タ
ー

ル
人

襲
来

を
告

げ
る

警
笛

を
鳴

ら
し

た
伝

説
に

由
来

し
、

毎
正

時
、

教
会

の
尖

塔
か

ら
時

報
ラ

ッ
パ

が
演

奏
さ

れ
る

。

―
―

―
中

世
都

市
の

中
央

広
場

・
生

演
奏

さ
れ

る
ラ

ッ
パ

の
音

色
は

演
奏

中
に

ぷ
つ

り
と

途
切

れ
る

が
、

こ
れ

は
1
2
世

紀
に

タ
タ

ー
ル

軍
が

ク
ラ

ク
フ

襲
来

し
た

と
き

に
、

塔
の

見
張

り
番

が
い

ち
早

く
そ

れ
に

気
付

き
ラ

ッ
パ

で
知

ら
せ

た
も

の
の

、
タ

タ
ー

ル
人

が
放

っ
た

矢
が

喉
に

刺
さ

り
、

そ
こ

で
ラ

ッ
パ

の
音

が
途

絶
え

て
し

ま
っ

た
と

い
う

伝
説

に
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別添資料３ 

 

中心部震災メモリアル拠点検討委員会委員名簿 

 

令和 2 年 10 月 12 日現在                    五十音順（敬称略） 

氏 名 所 属 ・ 役 職 名 

うえだ きょうこ  

植 田 今日子 上智大学総合人間科学部 教授 

えんどう ち え  

遠 藤 智 栄 地域社会デザイン・ラボ 代表 

おおいずみ だいすけ 株式会社河北新報社 防災・教育室部次長  

 兼 営業局営業部部次長 兼 営業局業務推進部部次長 
大 泉 大 介 

さとう しょうすけ  

佐 藤 翔 輔 東北大学災害科学国際研究所 准教授 

さとう やすし  

佐 藤 泰 せんだいメディアテーク 元副館長 

し が りえこ  

志 賀 理江子 写真家 

の え けいいち  

野 家 啓 一 東北大学 名誉教授 

マ リ  エリザベス  

MALY Elizabeth 東北大学災害科学国際研究所 准教授 

もとえ まさしげ  

本 江 正 茂 東北大学大学院工学研究科 准教授 
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中心部震災メモリアル拠点検討委員会設置要綱 

 

（平成 30年 12月 3日市長決裁） 

 

（設置） 

第１条 本市中心部における震災メモリアル拠点（以下「中心部拠点」という。）について，有識

者等の意見を踏まえた検討を行うため，中心部震災メモリアル拠点検討委員会（以下「委員会」

という。）を設置する。 

 

（所掌事務） 

第２条 委員会は，次の掲げる事項について検討を行う。 

(1) 中心部拠点のコンセプト及び機能に関すること 

(2) 中心部拠点と周辺施設，他のメモリアル施設との連携・機能分担に関すること 

(3) 中心部拠点の運営に必要な体制に関すること 

(4) その他中心部拠点の基本構想に関して必要な事項 

 

（構成） 

第３条 委員会の委員は，哲学，建築又は震災伝承に関する専門的な知見を有する者もしくはそ

の他市長が適当と認める者のうちから，市長が委嘱する。 

２ 委員の任期は，委嘱の日から委員会の解散の日までとする。 

 

（委員長及び副委員長） 

第４条 委員会に委員長及び副委員長 1名を置き，委員の互選によってこれを定める。 

２ 委員長は，委員会を代表し，会務を総理する。 

３ 副委員長は，委員長を補佐し，委員長に事故があるとき又は委員長が欠けたときは，その職

務を代理する。 

 

（会議） 

第５条 委員長は，委員会の会議を招集し，その議長となる。 

２ 委員会は，委員の過半数が出席しなければ，会議を開くことができない。 

３ 委員長は，必要があると認めるときは，会議に委員以外の者の出席を求め，その意見を聴き，

又は説明を求めることができる。 

 

（解散） 

第６条 委員会は，その任務を終了したときに解散するものとする。 

 

（庶務） 

第７条 委員会の庶務は，まちづくり政策局防災環境都市・震災復興室において処理する。 

 

（委任） 

第８条 この要綱に定めるもののほか，委員会の運営に関し必要な事項は，委員長が委員会に諮

って定める。 

 

附 則 

（実施期日） 

１ この要綱は，平成 30年 12月 3日から実施する。 

（この要綱の失効） 

２ この要綱は，委員会の解散の日限り，その効力を失う。 

別添資料４ 
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この作品は本検討委員会の委員である志賀理江子氏が、検討された拠点を念頭に制

作したものです。 
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この作品は本検討委員会の委員である志賀理江子氏が、検討された拠点を念頭に制

作したものです。 

 


	02-1_中心部震災メモリアル拠点検討委員会報告書（本文）案1008
	02-2-1_報告書別紙（メモリアル等事業実施状況1［地域資源］）
	02-2-2_報告書別紙（メモリアル等事業実施状況2［記憶と経験］）
	02-2-3_報告書別紙（メモリアル等事業実施状況3［明日へ向かう力］）
	02-2-4_報告書別紙（メモリアル等事業実施状況4［拠点整備・組織］）
	02-3-1_報告書別紙（東日本大震災のメモリアル関連施設事例）
	02-3-2_報告書別紙（他災害等のメモリアル関連施設事例）
	02-4_中心部震災メモリアル拠点検討委員会委員名簿
	02-5_中心部震災メモリアル拠点検討委員会設置要綱

